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平成２１年第１回大仙市議会定例会会議録第１号

平成２１年２月２７日（金曜日）

議 事 日 程 第 １ 号

平成２１年２月２７日（金曜日）午前１０時開議

第 １ 会議録署名議員の指名

第 ２ 会期の決定 （２０日間）

第 ３ 議長報告 ・専決処分報告 ２件

・平成２０年度定期監査報告

・例月現金出納検査結果

第 ４ 施政方針演説

第 ５ 議案第 ６号 大仙市議会の議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部

を改正する条例の制定について （質疑・討論・表決）

第 ６ 議案第 ７号 大仙市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について

（質疑・討論・表決）

第 ７ 議案第 ８号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて

（説明・質疑・討論・表決）

第 ８ 議案第 ９号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて

（説明・質疑・討論・表決）

第 ９ 議案第１０号 大仙市経済・雇用・生活緊急対策基金条例の制定について

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第１０ 議案第１１号 平成２０年度大仙市一般会計補正予算（第１３号）

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第１１ 議案第１２号 平成２０年度大仙市土地区画整理事業特別会計補正予算（第３

号）

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第１２ 議案第１３号 平成２０年度大仙市学校給食事業特別会計補正予算（第３号）

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）
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第１３ 議案第１４号 大仙市移動通信用鉄塔設置条例の一部を改正する条例の制定に

ついて （説 明）

第１４ 議案第１５号 大仙市職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について （説 明）

第１５ 議案第１６号 大仙市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する

条例の制定について （説 明）

第１６ 議案第１７号 大仙市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について （説 明）

第１７ 議案第１８号 大仙市長及び副市長の給与及び旅費に関する条例の一部を改正

する条例の制定について （説 明）

第１８ 議案第１９号 大仙市教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例

の一部を改正する条例の制定について （説 明）

第１９ 議案第２０号 大仙市監査委員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一

部を改正する条例の制定について （説 明）

第２０ 議案第２１号 大仙市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

の制定について （説 明）

第２１ 議案第２２号 大仙市肉用牛特別導入事業基金条例の一部を改正する条例の制

定について （説 明）

第２２ 議案第２３号 大仙市水洗便所等改造資金貸付基金条例の一部を改正する条例

の制定について （説 明）

第２３ 議案第２４号 大仙市手数料条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第２４ 議案第２５号 大仙市立太田緑地広場条例の一部を改正する条例の制定につい

て （説 明）

第２５ 議案第２６号 大仙市協和林業研修集会宿泊施設設置等に関する条例の一部を

改正する条例の制定について （説 明）

第２６ 議案第２７号 大仙市児童館及び児童センターに関する条例の一部を改正する

条例の制定について （説 明）

第２７ 議案第２８号 大仙市すこやか子育て手当支給条例の一部を改正する条例の制

定について （説 明）
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第２８ 議案第２９号 大仙市国民健康保険高額療養資金貸付基金条例の一部を改正す

る条例の制定について （説 明）

第２９ 議案第３０号 大仙市国民健康保険出産費資金貸付基金条例の一部を改正する

条例の制定について （説 明）

第３０ 議案第３１号 大仙市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定につい

て （説 明）

第３１ 議案第３２号 大仙市公園条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第３２ 議案第３３号 大仙市小種共同墓地条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第３３ 議案第３４号 大仙市簡易水道事業の設置に関する条例の一部を改正する条例

の制定について （説 明）

第３４ 議案第３５号 大仙市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の

制定について （説 明）

第３５ 議案第３６号 大仙市立幼稚園保育料徴収条例の一部を改正する条例の制定に

ついて （説 明）

第３６ 議案第３７号 大仙市公民館条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第３７ 議案第３８号 大仙市立図書館設置条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第３８ 議案第３９号 払田柵総合案内所の設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について （説 明）

第３９ 議案第４０号 大仙市営野球場条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第４０ 議案第４１号 大仙市東日本旅客鉄道株式会社神宮寺駅業務簡易受託事業乗車

券購入基金条例を廃止する条例の制定について （説 明）

第４１ 議案第４２号 大仙市協和農村地域多目的集会施設の設置及び管理等に関する

条例を廃止する条例の制定について （説 明）

第４２ 議案第４３号 大仙市協和野外広場等利用施設条例を廃止する条例の制定につ

いて （説 明）
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第４３ 議案第４４号 大仙市大曲福祉センターの設置及び管理に関する条例を廃止す

る条例の制定について （説 明）

第４４ 議案第４５号 大仙市水沢へき地出張診療所条例を廃止する条例の制定につい

て （説 明）

第４５ 議案第４６号 協和町へき地保育所条例を廃止する条例の制定について

（説 明）

第４６ 議案第４７号 大仙市職員の修学部分休業に関する条例の制定について

（説 明）

第４７ 議案第４８号 大仙市職員の高齢者部分休業に関する条例の制定について

（説 明）

第４８ 議案第４９号 大仙市職員の自己啓発等休業に関する条例の制定について

（説 明）

第４９ 議案第５０号 大仙市協和農村文化伝承交流館条例の制定について

（説 明）

第５０ 議案第５１号 大仙市大曲駅前第二地区都市再生住宅条例の制定について

（説 明）

第５１ 議案第５２号 大仙市池田氏庭園保存整備審議会条例の制定について

（説 明）

第５２ 議案第５３号 大仙市グラウンド・ゴルフ場条例の制定について （説 明）

第５３ 議案第５４号 負担付き寄附の受諾について （説 明）

第５４ 議案第５５号 秋田県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について

（説 明）

第５５ 議案第５６号 大仙市営土地改良事業の計画の変更について （説 明）

第５６ 議案第５７号 市道の路線の認定、廃止及び変更について （説 明）

第５７ 議案第５８号 議決の変更について （説 明）

第５８ 議案第５９号 大仙市土地開発公社定款の一部変更について （説 明）

第５９ 議案第６０号 平成２０年度大仙市宅地造成事業特別会計への繰入額の変更に

ついて （説 明）

第６０ 議案第６１号 平成２１年度大仙市宅地造成事業特別会計への繰入れについて

（説 明）
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第６１ 議案第６２号 平成２１年度大仙市簡易水道事業特別会計への繰入れについて

（説 明）

第６２ 議案第６３号 平成２１年度大仙市公共下水道事業特別会計への繰入れについ

て （説 明）

第６３ 議案第６４号 平成２１年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計への

繰入れについて （説 明）

第６４ 議案第６５号 平成２１年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計への繰

入れについて （説 明）

第６５ 議案第６６号 平成２１年度大仙市農業集落排水事業特別会計への繰入れにつ

いて （説 明）

第６６ 議案第６７号 平成２１年度大仙市介護老人福祉施設介護サービス事業特別会

計への繰入れについて （説 明）

第６７ 議案第６８号 平成２１年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特別会

計への繰入れについて （説 明）

第６８ 議案第６９号 平成２１年度大仙市老人デイサービス事業特別会計への繰入れ

について （説 明）

第６９ 議案第７０号 平成２１年度大仙市スキー場事業特別会計への繰入れについて

（説 明）

第７０ 議案第７１号 平成２０年度大仙市一般会計補正予算（第１４号）（説 明）

第７１ 議案第７２号 平成２０年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４

号） （説 明）

第７２ 議案第７３号 平成２０年度大仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号） （説 明）

第７３ 議案第７４号 平成２０年度大仙市土地区画整理事業特別会計補正予算（第４

号） （説 明）

第７４ 議案第７５号 平成２０年度大仙市奨学資金特別会計補正予算（第２号）

（説 明）

第７５ 議案第７６号 平成２０年度大仙市宅地造成事業特別会計補正予算（第２号）

（説 明）
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第７６ 議案第７７号 平成２０年度大仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）

（説 明）

第７７ 議案第７８号 平成２０年度大仙市公共下水道事業特別会計補正予算（第３

号） （説 明）

第７８ 議案第７９号 平成２０年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正

予算（第３号） （説 明）

第７９ 議案第８０号 平成２０年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計補正予

算（第１号） （説 明）

第８０ 議案第８１号 平成２０年度大仙市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３

号） （説 明）

第８１ 議案第８２号 平成２０年度大仙市大川西根財産区特別会計補正予算（第１

号） （説 明）

第８２ 議案第８３号 平成２０年度大仙市淀川財産区特別会計補正予算（第１号）

（説 明）

第８３ 議案第８４号 平成２０年度大仙市上水道事業会計補正予算（第４号）

（説 明）

第８４ 議案第８５号 平成２１年度大仙市一般会計予算 （説 明）

第８５ 議案第８６号 平成２１年度大仙市国民健康保険事業特別会計予算

（説 明）

第８６ 議案第８７号 平成２１年度大仙市老人保健特別会計予算 （説 明）

第８７ 議案第８８号 平成２１年度大仙市後期高齢者医療特別会計予算 （説 明）

第８８ 議案第８９号 平成２１年度大仙市土地取得特別会計予算 （説 明）

第８９ 議案第９０号 平成２１年度大仙市土地区画整理事業特別会計予算

（説 明）

第９０ 議案第９１号 平成２１年度大仙市学校給食事業特別会計予算 （説 明）

第９１ 議案第９２号 平成２１年度大仙市奨学資金特別会計予算 （説 明）

第９２ 議案第９３号 平成２１年度大仙市宅地造成事業特別会計予算 （説 明）

第９３ 議案第９４号 平成２１年度大仙市簡易水道事業特別会計予算 （説 明）

第９４ 議案第９５号 平成２１年度大仙市公共下水道事業特別会計予算 （説 明）
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第 ９５ 議案第 ９６号 平成２１年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計

予算 （説 明）

第 ９６ 議案第 ９７号 平成２１年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計予

算 （説 明）

第 ９７ 議案第 ９８号 平成２１年度大仙市農業集落排水事業特別会計予算

（説 明）

第 ９８ 議案第 ９９号 平成２１年度大仙市介護老人福祉施設介護サービス事業特

別会計予算 （説 明）

第 ９９ 議案第１００号 平成２１年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特

別会計予算 （説 明）

第１００ 議案第１０１号 平成２１年度大仙市老人デイサービス事業特別会計予算

（説 明）

第１０１ 議案第１０２号 平成２１年度大仙市スキー場事業特別会計予算

（説 明）

第１０２ 議案第１０３号 平成２１年度大仙市内小友財産区特別会計予算

（説 明）

第１０３ 議案第１０４号 平成２１年度大仙市大川西根財産区特別会計予算

（説 明）

第１０４ 議案第１０５号 平成２１年度大仙市荒川財産区特別会計予算 （説 明）

第１０５ 議案第１０６号 平成２１年度大仙市峰吉川財産区特別会計予算

（説 明）

第１０６ 議案第１０７号 平成２１年度大仙市船岡財産区特別会計予算 （説 明）

第１０７ 議案第１０８号 平成２１年度大仙市淀川財産区特別会計予算 （説 明）

第１０８ 議案第１０９号 平成２１年度市立大曲病院事業会計予算 （説 明）

第１０９ 議案第１１０号 平成２１年度大仙市上水道事業会計予算 （説 明）

出席議員（２７人）

１番 佐々木 昌 志 ２番 佐 藤 文 子 ３番 小 山 誠 治

４番 佐 藤 隆 盛 ５番 藤 井 春 雄 ６番 杉 沢 千恵子

８番 高 橋 敏 英 ９番 １０番 千 葉 健
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１１番 渡 邊 秀 俊 １２番 金 谷 道 男 １３番 斉 藤 博 幸

１４番 佐々木 洋 一 １５番 武 田 隆 １６番 藤 田 君 雄

１７番 菊 地 幸 悦 １８番 佐 藤 芳 雄 １９番 大 野 忠 夫

２０番 大 山 利 吉 ２１番 高 橋 幸 晴 ２２番 本 間 輝 男

２３番 門 脇 一 男 ２４番 橋 本 五 郎 ２５番 橋 村 誠

２６番 佐 藤 孝 次 ２７番 鎌 田 正 ２９番 竹 原 弘 治

３０番 児 玉 裕 一

欠席議員（２人）

７番 北 村 稔 ２８番 大 坂 義 德

説明のため出席した者

市 長 栗 林 次 美 副 市 長 久 米 正 雄

副 市 長 山王丸 愛 子 教 育 長 三 浦 憲 一

代 表 監 査 委 員 田 牧 貞 夫 総 務 部 長 老 松 博 行

企 画 部 長 小 松 辰 巳 市 民 生 活 部 長 元 吉 峯 夫

健 康 福 祉 部 長 岡 晴 隆 農 林 商 工 部 長 藤 原 薫

建 設 部 長 中 嶋 喜代博 病 院 事 務 長 冨 岡 曉 雄

水 道 局 長 藤 田 良 雄 教 育 次 長 相 馬 義 雄

教 育 次 長 藤 原 保 子 総 務 課 長 進 藤 雅 彦

議会事務局職員出席者

局 長 田 口 誠 一 参 事 髙 橋 薫

副 主 幹 伊 藤 雅 裕 副 主 幹 加 藤 博 勝

主 任 菅 原 直 久

午前１０時００分 開 会

○議長（佐々木昌志君） おはようございます。

これより平成２１年第１回大仙市議会定例会を開会いたします。

市長から招集のあいさつがあります。栗林市長。
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○市長（栗林次美君）【登壇】 皆さん、おはようございます。

本日、平成２１年第１回大仙市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位にお

かれましては、ご参集をいただき、ありがとうございます。

今次定例会におきましては、平成２１年度の市政運営に関する基本方針を述べさせて

いただき、議員各位のご意見を頂戴したいと存じます。

また、審議をお願いいたします案件は、大仙市経済・雇用・生活緊急対策基金条例の

制定など条例案４１件、負担付き寄附の受諾など単行案１７件、平成２０年度補正予算

案１７件、平成２１年度当初予算案２６件、人権擁護委員候補者の推薦にかかわる人事

案件２件の合計１０３件であります。

なお、議案第１０号から議案第１３号までの４件につきましては、緊急経済対策に関

する案件であり、早急にこれを実施したいと存じますので、本日の議決をお願いするも

のであります。

その他の案件につきましても、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げまして、

招集のごあいさつにかえさせていただきます。

午前１０時０３分 開 議

○議長（佐々木昌志君） これより本日の会議を開きます。

欠席の届け出は、７番北村稔君、２８番大坂義德君であります。

○議長（佐々木昌志君） 本日の議事は、議事日程第１号をもって進めます。

○議長（佐々木昌志君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、議長において、２６番佐藤孝次

君、２７番鎌田正君、２９番竹原弘治君を指名いたします。

○議長（佐々木昌志君） 次に、日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日から３月１８日までの２０日間といた

したいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって、会期は２０日間と決定いたし
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ました。

○議長（佐々木昌志君） 次に、日程第３、この際、諸般の報告をいたします。

議会の委任による専決処分報告２件が市長から、平成２０年度定期監査報告書並びに

例月現金出納検査結果が市代表監査委員からそれぞれ提出されましたので、これらを別

添お手元に配付のとおり報告いたします。

○議長（佐々木昌志君） 次に、日程第４、市長から施政方針演説のため発言の申し出が

ありますので、これを許します。栗林市長。

○市長（栗林次美君）【登壇】 平成２１年第１回市議会定例会にあたり、施政の基本方

針と施策の概要を述べ、市民の皆様をはじめ、議員各位のご理解とご協力を賜りたいと

存じます。

はじめに、私は、平成１７年４月、市民の負託を受け、初代大仙市長として市政を担

当させていただきました。

市長就任にあたり「住民にとって相談しやすく、頼れる市役所を目指し、共に汗を流

しながらまちづくりに取り組む」として、「夢のある田園交流としての大仙市へ」、

「農業を基幹として―産業と雇用」、「子育て支援と教育」、「交通体系の整備と交流

拠点づくり」など８つの公約を掲げ、新市の基礎を固め、合併による地域の不安を解消

し、創意工夫で住民との協働のまちづくりを進めてまいりました。

市政の運営にあたっては「市政は市民のために」を基本理念とし、情報公開や説明責

任による開かれた市政の推進、住民参加よりさらに踏み込んだ「市民との協働の地域づ

くり」に努めてまいりました。

新市の基礎を固め、軌道に乗せることが、私に課せられた最大の責務であると考え、

旧市町村が築いてきた産業・文化・伝統・地域の特性を活かし、さらには、それぞれの

まちづくりの方針を継承し、大仙市全域が地域の特色と独自性を発揮しながら新市とし

ての一体感を醸成し、人が活き・集うような魅力ある地域、安心して暮らせる地域の創

造に向け、誠心誠意努めてまいりました。

職員には常に市民の目線に立ち、現場に足を入れ、市民と一緒に汗をかくことを第一

に行動するよう指導してまいりました。また、市民による市政評価を取り入れ、広報等

の情報手段により行政情報を市民と共有する体制を構築するとともに、住民自らが地域
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づくりに参画できる仕組みなどを大仙市全域に広げる努力もしてまいりました。

大仙市は、合併協議により地方自治法に定める地域自治区を選択し、各地域に地域協

議会を設置いたしましたが、私は地域協議会に市長の諮問機関という役割以外に、地域

枠予算などの新たな制度によりそれぞれの地域の課題を自らの力で解決できる仕組みづ

くりを進め、それぞれの地域ごとに地域振興計画を作成していただきました。

また、市長自ら各地域に赴き、市民と直接対話する市長面会日や行政懇談会等を実施

し、さらには窓口時間の延長、総合窓口の開設、総合図書館、総合市民会館の配置など、

運営の改善を図り、市民が利用しやすい市役所、開かれた市役所の実現にも努めてまい

りました。

一方、大仙市は、財政基盤の弱い市町村が合併したため、合併後も厳しい財政運営を

余儀なくされております。このため行政コストの削減を目指して行政改革に取り組み、

行政経費の抑制、三セクの経営改革、公共施設の見直し、指定管理者制度の導入、収納

対策の推進、各種使用料の見直し、さらに地方分権による権限移譲に対応した組織の整

備などに取り組んでまいりました。

昨今、非正規職員などの解雇が大きな問題として報道されておりますが、私は老人福

祉施設・保育園・幼稚園の法人化や学校給食センターの調理員を、大曲学校給食協会か

ら名称変更した大仙市学校給食協会に統合するなどにより、一人でも多く正職員として

働ける環境の整備にも努めてまいりました。

厳しい財政状況にありますが、将来においても大仙市が夢のある田園交流都市である

ために、中・長期的な財政状況を勘案しながら、大仙市としての総合計画及び実施計画

を作成し事業を進めてまいりました。

都市基盤整備では、大仙市の中心機能の強化を目指して、大曲駅前第二地区土地区画

整理事業を核とし、駅東線街路整備事業、まちづくり総合整備事業を一体的に実施し、

各地域においては「まちづくり交付金事業」や「むらづくり交付金事業」によって個性

あるまちづくりの推進に努めております。

また、生活道路や上下水道などの生活に密着したインフラ整備に努め、特に生活用水

に困っていた地域の解消を図るため、西仙北、中仙、仙北地域において積極的に上水道

整備を進めてまいりました。

大仙市が元気で活力ある地域となるためには、子供を安心して生み、健やかに育てら

れる環境を整備していくことが重要であると考え、生活基盤の弱い若い世代に対する子
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育て支援に積極的に取り組んでまいりました。大仙市は、全県下でも手厚い子育て支援

策を実施しており、今後も子供を安心して生み、育てられるまちにしていきたいと考え

ております。

学校教育については、協和地域の統合小学校の整備をはじめ、少子化による児童・生

徒の減少を見据え、施設整備、統廃合及び改築に努めるとともに、学校施設の耐震補強

に優先的に取り組んでまいりました。

このように、合併以来の市政各般の事業推進によって「人が活き、人が集う夢のある

田園交流都市」の創造、広域的な課題を解決し、圏域の中心的な自治体としての役割を

果たすことに努めてまいりましたが、保健・医療・福祉・介護、地域交通、小規模集落

対策、農業振興、商業労政対策、観光振興、企業誘致・企業支援など、まだまだ多くの

課題が山積しております。これらの課題について、これまでの施策を検証し、市民の目

線に立って事業を厳選し、効果的・効率的な行政運営に努め、大仙市総合計画の実現を

目指し、各種の施策を推進してまいりたいと存じます。

次に、市の「経済・雇用・生活緊急対策」についてご説明いたします。

昨年のアメリカの金融危機に端を発する世界同時不況により、我が国の景気が一気に

後退し、企業業績の悪化などから雇い止めや解雇が増加しており、税収につきましても

大幅な減少が見込まれております。

地方経済におきましては、これまでの景気低迷に加え、さらなる厳しさが増しており

ます。

市では、昨年１２月１５日に「大仙市経済・雇用・生活緊急対策本部」を設置し、

「今できること」、「今やらなければならないこと」など経済、雇用、生活の３本を柱

に行動計画を策定いたしました。

また、国の平成２０年度第２次補正予算での経済対策を受け、地域活性化・生活対策

臨時交付金を活用した、生活に密着したインフラの整備や地域経済活性化対策、雇用の

確保及び就労支援、企業への経営支援の対策などを着実に実施してまいりたいと存じま

す。

「地域活性化・生活対策臨時交付金」を活用した事業につきましては、地域経済の活

性化に資するため、発注する事業について原則、地元業者に発注可能な事業を対象とし、

各地域のバランスを取ることで地域の生活基盤の確保を図ってまいります。対象事業費

は、１１億３，０００万円でこのうちハード事業費として１０億円を見込んでおります。
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「地域経済活性化対策」につきましては、定額給付金の交付に併せて大曲商工会議所、

大仙市商工会が事業主体となり、景気対策としてプレミアム付き共通商品券を発行する

計画でありますので、市ではその経費に対し補助することにより市内の商業者等の売上

げ拡大を図り、市経済の回復の一助としたいと考えております。

共通商品券販売予定額は２億円で、市ではプレミアム相当分１０％と事務費の一部を

補助するものであります。

「雇用の確保及び就労支援」につきましては、経済情勢の悪化により事業所等を解雇

された方々などを対象に、市の直接雇用による臨時職員を２月から採用しておりますが、

４月以降も３０名の雇用を継続し、再就職までの生活を支援してまいります。

「企業への経営支援」につきましては、中小企業振興融資斡旋制度の拡充を図り、マ

ル仙融資限度額を１，５００万円から３，０００万円に引き上げ、中小企業融資預託金

につきましては、前年度より３億円増額いたします。これにより７５億円程度の融資が

可能となります。

雇用環境が著しく悪化している状況下における緊急措置として、市内事業所の新規雇

用に対し助成金を交付し、雇用機会の拡大を図る「大仙市緊急雇用助成金制度」を１月

から実施しております。

以上の対策を着実に進め、市民生活の安定、市内経済の安定を図ってまいりたいと存

じます。

次に、平成２１年度当初予算（案）につきまして、財政方針を含めてご説明いたしま

す。

平成２１年度は、大仙市総合計画の４年目の年であり、「市民と協働のまちづくり」

を基本とした大仙市の基礎を築くため、新規施策や重要な継続事業に重点的に配分した

予算となっております。特に「子育て支援」及び「教育の充実」を市の最優先施策と位

置付け、予算編成作業を進めてまいりました。

また、地域の特色、独自性を活かしつつ地域課題に対応するための「地域枠予算」を

前年度と同額、計上しております。

平成２１年度の一般会計予算の総額は、４２１億１，５４６万８千円で前年度に比べ

８億４，４２５万４千円の増、率にして２．０％の増となっており、経済情勢を勘案し

て平成１７年３月の大仙市発足以来、初めて前年度を上回る「積極型予算」を編成した

ものであります。
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また、平成２１年度予算は、「地域活性化・生活対策臨時交付金」を活用した平成

２０年度補正予算と併せて取り組んでおり、２つを併せた「１３カ月予算」は、４３１

億１，５４６万８千円で、前年度に比べ１８億４，４２５万４千円の増、率にして

４．５％の増としております。

特別会計予算は、２３会計で２２４億３，０９０万７千円、企業会計予算は２事業で

１９億８，３９６万１千円で、本市の予算全体では６６５億３，０３３万６千円となっ

ております。前年度比較では５億４，２５４万６千円の減、率にして０．８％の減と

なっております。

予算の編成にあたっては、歳入一般財源が経済不況による市税の落ち込みや消費の後

退による譲与税、交付金の減額などがあったものの、一般財源の約６割を占める地方交

付税が前年度を上回る額を確保できる見込みであることから、ほぼ前年並みを確保して

おります。

また、市債につきましては、発行額の抑制を図ることが財政計画の大きな柱の一つで

あり、将来の負担を軽減するためにも、重要な課題であると考えております。

平成２１年度の予算編成にあたっては、財政計画における起債発行額以内に抑えるこ

とを基本に取り組んでまいりましたが、地方交付税の代替財源であり、後年度、償還額

の全額が地方交付税に算入される「臨時財政対策債」が前年度に比べ６億９，４６３万

５千円、率にして５５．２％の大幅な増となったことから、計画額を上回る予算計上と

なったものであります。

臨時財政対策債などを除く、普通建設事業にかかわる市債については、経済対策のた

め一定額を発行するものの、前年度に比べ全会計でマイナス６億７，３２０万円、率に

して１２．１％の減としており、計画に則って市債発行額の縮減を図っております。

「ゼロ予算事業」につきましては、特段の事業予算を伴わないで既存の施設や人材を

活用することで市民に新しいサービスを提供する試みとして取り組んでおり、平成２１

年度におきましても現在４５件のゼロ予算事業が提案されており、全庁挙げて積極的に

取り組んでまいります。

地方経済は非常に厳しい状況にありますが、地方公共団体が一定の役割を果たし、地

域経済と市民生活の安定を図ることが現在求められておりますので、市民が少しでも希

望を持ち、安心して暮らせるよう、積極的な予算を編成したものであります。

次に、平成２１年度の主な施策の概要について、総合計画の施策の体系により申し上
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げます。

はじめに、健康福祉分野についてであります。

社会福祉の充実において本年度に策定や見直しを進めてまいりました「地域福祉計

画」、「高齢者プラン」、「障がい福祉計画」につきましては、過日、審議委員会から

の答申をいただいたところであり、年度内に各計画書をお示ししたいと考えており、今

後は、地域住民も主体的に福祉の取り組みに参画する「地域ケア体制」の構築に主眼を

置き、計画を推進してまいります。

また、「次世代育成支援行動計画」の見直しを行い、平成２２年から５年間の計画期

間となる後期行動計画を策定いたします。

保健・医療の充実では、太田国保診療所について、現在、常勤医師１名、派遣医師１

名で運営しておりますが、新年度から常勤医師を２名増員し３名体制とし、訪問診療や

訪問看護の充実・拡充をはじめ、入院棟を活用した通所リハビリなど、住民の医療需要

に応じた診療体制を確立し、診療所の経営改善に努めるとともに、歯科診療所について

も一定の方向付けをしたいと考えております。

がん診療連携拠点病院として指定されている仙北組合総合病院に対し、「がん診療連

携拠点病院支援事業費負担金」を広域事業として措置し、市民が安心してがん治療を受

けられる診療体制の確立に向け支援してまいります。

子育て支援の充実では、県の保育料助成制度の変更が予定されておりますが、保護者

の経済的負担が増大しないよう、県の引き下げ分を市がカバーするとともに、県の所得

制限を緩和し、市独自の所得制限額を設けるなどの負担軽減策を講じてまいります。

また、満２歳未満児を対象とした「すこやか子育て手当支給事業」につきましては、

県の補助制度が廃止されますが、少子化対策の一環として支給対象要件や手当額につい

て見直しを図り、制度は継続してまいりたいと考えております。

近年、共働きや核家族世帯の増加により、児童と地域住民とのふれあいが希薄化して

いることから、世代間交流や異年齢児交流などを「保育所地域活動事業」として、すべ

ての認可保育所で実施いたします。

母子保健にかかわる妊婦健康診査につきましては、妊婦歯科検診と合わせ１４回実施

しておりますが、国庫負担の充実に伴い健診回数を１５回に拡大し、そのすべてを無料

で実施いたします。加えて、本市の妊婦の里帰り出産に伴う県外での妊婦健康診査にも

対応してまいります。
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また、生後４カ月までの乳児のいるすべての家庭を保健師または助産師が訪問し、子

育てについての相談や育児に関する情報提供をするとともに、母子の心身の状況や養育

環境等を把握し助言する「こんにちは赤ちゃん事業」を実施いたします。

教育分野を含めたこうした子育て支援策の充実により、合併後の本市の合計特殊出生

率は、平成１７年度１．４２人、１８年度１．５０人、１９年度１．５８人と年々上昇

しております。平成１９年度の全国平均が１．３４、秋田県平均が１．３１であります

ので、市の子育て支援策の効果が徐々にあらわれていると考えております。

大曲地域の大花町に建設中の都市再生住宅内に子育て等に関する相談、支援を行う

「地域子育て支援拠点施設（ひろば型）」を８月に開設する予定であります。同フロア

には「高齢者相談所」を併設することとしており、介護予防や生きがい活動の場も提供

してまいります。

高齢者福祉の充実では、これまでの在宅サービス事業に加え、運動機能の向上や配食

サービスなどの介護予防事業の充実に努めるとともに、敬老会や金婚式及び長寿祝い金

についても継続してまいります。

障がい者福祉の充実では、相談支援事業所をこれまでの身体障がい者療護施設「柏の

郷」及び知的障がい者更生施設「角間川更生園」の２カ所から、協和地域と大曲地域に

医療施設等を経営する医療法人「慧眞会」を加え、３事業所４カ所で障がい者の相談に

対応してまいります。

社会福祉施設等の法人化につきましては、平成２１年度は特別養護老人ホーム桜寿苑

を社会福祉法人「大仙ふくし会」に、また、おおた保育園及び船岡保育園の２園を社会

福祉法人「大空大仙」に、それぞれ移譲いたします。

国民健康保険事業につきましては、年々医療給付費が増加しており、極めて厳しい財

政状況となっており、先般策定いたしました「大仙市国民健康保険事業運営安定化計

画」により、健全化に向けた総合的な取り組みを進めてまいります。

介護保険事業につきましては、大曲仙北広域市町村圏組合管内の６５歳以上の第１号

被保険者が約４万５千人であり、そのうち要介護認定者数が約７，５００人、サービス

利用者数は６千人を超えるまでになっております。介護サービス事業所も利用を希望す

る方のニーズにあわせ、他の圏域と比較してかなり充実した内容のサービスが受けられ

るほど増加している状況であることから、平成２１年度から大曲仙北広域の介護保険料

の基準額を、現行より５９０円アップの４，５８０円と見込んでおります。
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次に、教育分野についてであります。

学校教育の充実につきましては、本年度の全国体力・運動能力、運動習慣等の調査結

果で、本県は学力とともに全国トップクラスであり、本市から参加した小学５年、中学

２年とも、ほとんどの科目で全国と秋田県の結果を上回っておりました。

新年度においては、学力面での活用能力の向上や一部体格面での課題に対して、様々

な機関との連携を図りながら支援してまいります。

また、教育内容の充実とともに、その教育効果が十分発揮できるよう学校規模の適正

化についても、地域や保護者の皆様との話し合いを計画的に進めてまいります。

学校生活や学習活動において様々な課題を抱える幼児、児童・生徒のため、市単独で

学校生活支援員を小・中学校に３６名、発達支援サポーターを幼稚園に４名配置すると

ともに、複式学級支援員を小学校に１名、外国籍児童生徒への日本語指導支援員２名を

小・中学校に配置するなど、より効果的な支援を行います。

小・中学校の耳鼻科専門医による検診につきましては、医師会のご協力をいただき、

市内全３８校において実施する体制を整備いたします。

平成２３年７月からの地上デジタル放送完全移行に対応するため、市内全小・中学校

にデジタルテレビ及びレコーダー等を地域活性化・生活対策臨時交付金を活用し整備い

たします。

学校施設の整備・充実については、耐震診断が必要なすべての学校施設の調査を終了

させ、その結果に基づく補強工事を平成２３年度の終了を目処に実施してまいります。

また、大曲中学校屋内体育館改築事業につきましては、平成２１年・２２年度の２カ

年継続事業で実施いたします。

生涯学習の推進につきましては、学校・家庭・地域の連携・協力を図るとともに、社

会全体の力で教育力の向上を目指す「学校支援地域本部事業」を全市に拡大してまいり

ます。

平成１９年度から実施しておりました図書館統合システムが、この４月から稼働する

ことになり、迅速な貸出処理や蔵書検索などが市内の全図書館で可能となります。これ

と併せて、開館日数、開館時間を拡大することとしております。

なお、市内で唯一図書館がなかった中仙地域についても、既存施設を改良し、図書館

として設置することにしております。

芸術・文化の振興につきましては、４つの市民会館の主催の良質な芸術鑑賞機会を提
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供するとともに、大曲市民会館の照明設備等施設の改修を行います。

また、秋田おばこ節全国大会、秋田おはら節全国大会に加えて、神岡地域の「秋田飴

売り節」保存継承のための大会を開催するとともに、好評の出前民謡「ふるさと民謡め

ぐり」を継続して実施してまいります。

文化財の保護保全・整備と活用については、国指定名勝池田氏庭園整備事業、払田柵

跡整備事業、埋蔵文化財調査事業、古文書調査事業及び旧峰吉川小学校再活用事業など

を実施いたします。

このうち、池田氏庭園整備事業については、洋館修復工事の外観工事が本年秋に終了

予定であり、内装工事が終了する平成２２年の秋には大正時代の姿を公開できる見込み

であります。

旧峰吉川小学校を再活用しての仮称「大仙市むかしのくらし体験館」整備事業につき

ましては、子供たちが昔の暮らしを体験できる施設として整備してまいります。

昨年１１月に開設した神岡幼保一体型施設につきましては、この４月から幼稚園児・

保育園児に分け隔てなく就学前の教育・保育・子育て支援を一体的に提供する「認定こ

ども園」として運営してまいります。

非核平和都市宣言事業については、中高生を被爆地広島へ派遣するほか、大曲駅東地

区に「非核平和都市宣言塔」を設置し、非核平和に対する意識を一層高めてまいります。

次に、産業分野についてであります。

農林水産業の振興につきましては、本市の基幹であります米の平成２１年産生産数量

目標が減ぜられたことから、国の交付金等を活用しながら、転作田における大豆や麦、

野菜など複合部門の取り組みを一層推進してまいります。

米の消費拡大と食育教育の観点から、米粉パンの学校給食への使用回数を、月１回か

ら月２回に増やすほか、米粉等を活用した新たな製品の研究・開発を行ってまいります。

地球温暖化の防止、循環型社会の形成、農林業・農山村の活性化に向けてバイオマス

タウン構想を策定いたします。

なお、資源循環型農業を推進するため、各地域に菜の花栽培実証圃を設け、代替エネ

ルギーになり得る菜種の収穫、搾油等を行う事業を展開しておりますが、その中でも協

和地域の「菜の花プロジェクト」の取り組みが進んでおりますので、今後も支援してま

いりたいと思います。

農業振興情報センターでは、新規就農者を対象とした通年の研修に加え、農業法人や
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集落営農組織の若手を対象とした冬期間の研修を実施してまいります。

なお、大仙市集落営農・法人化支援センターにつきましては、開設から３年が経過し、

所期の目的である組織化については概ね達成いたしましたので、今後は組織化された集

落営農組織、法人等の活動を支援する体制に見直しを図ってまいりたいと考えておりま

す。

畜産振興につきましては、現在の市内４カ所の放牧場を将来的には、神岡地域の笹倉

放牧場と協和地域の協和放牧場に集約する計画としております。このため、今般、神岡

地域笹倉放牧場の草地を３年間で更新し、整備してまいりたいと存じます。

また、輸入飼料・穀物の高騰への対応として、ホールクロップサイレージ生産にかか

わる機械施設導入に支援してまいります。

農村整備事業につきましては、県営土地改良事業を主体に圃場整備を１４地区におい

て継続実施するとともに、新たにアスベストを含んだ農業施設を撤去、改修する「特定

農業用管水路等特別対策事業」を、協和地域の中淀川地区で実施してまいります。

「農地・水・環境保全向上対策事業」については３年目となり、将来の体制構想策定

に入りますので、これまでの事業を検証し、さらに充実した活動となるよう支援してま

いります。

林業振興については、地球温暖化防止に向けた森林の多面的な機能の維持、保全のた

め２１年度から５年間実施する新たな特定間伐事業へ支援してまいります。

また、「秋田県水と緑の森づくり税関連事業」として、針広混交林化推進事業、ふれ

あいの森整備支援事業、森林環境学習活動支援事業を積極的に取り入れ、森林公園等の

整備を実施してまいります。

工業の振興では、既存企業との情報交換や関連団体等との連携を深め、規模拡大事業

や競争力強化に対し支援するとともに、首都圏企業等との繋がりを持ち、企業の要望等

を把握し、工場用地の確保や空き工場情報の提供などにより、企業の進出しやすい環境

を整えてまいります。

また、秋田県の大規模新規工業団地については、県と歩調を合わせ、早期実現に向け

て努力してまいります。

商業の振興では、現在作業を進めている中心市街地活性化基本計画策定について、

「中心市街地活性化協議会」との調整を図りながら国の認定に向けて取り組んでまいり

ます。
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世界同時不況により地域経済が悪化し、離職者がさらに増加しており、市では、ハ

ローワーク及び県などと連携し、就職支援のセミナーを開催するなど各種支援を行って

おりますが、今後とも関係機関と連携を密にし、就職支援を実施してまいります。

雇用の安定、就労の促進では、「大仙市経済・雇用・生活緊急対策本部」の行動計画

を着実に実施するとともに、県の「ふるさと雇用再生臨時対策基金事業・緊急雇用創出

臨時対策基金事業」の２つの事業を活用することにより、新たな雇用確保に努めてまい

りたいと考えております。

出稼ぎ対策としては、全県トップの出稼ぎ就労者数を示していることから、健康で安

心して就労していただくために、就労前及び就労中の健康診断事業を実施し、地域情報

の提供などを通じた援護事業を継続してまいります。

観光振興については、市内の観光スポットを有機的に組み合わせ、新たに観光モニ

ターツアーを実施するとともに、体験型観光として市内を流れる雄物川・玉川を利用し

たカヌー体験、指導者養成など、観光資源の開発と受け入れ態勢の確立を図ってまいり

ます。

観光振興計画につきましては、平成２０年度内完成を予定しておりましたが、実施事

業についてさらに検討するため、継続して検討作業を進め、平成２１年度早期の完成を

目指しております。

また、協和地域に協和農村文化伝承交流館を設置し、都市農村交流の活動拠点として

活用し、周辺観光施設とリンクさせながら、誘客の増大に努めてまいります。

全国花火競技大会については、平成２２年には１００周年を迎えることから、実行委

員会の中に「花火１００年会議」が設けられております。大曲商工会議所青年部を中心

とする「花火プロジェクト委員会」が、観光振興や地域経済の活性化の観点から企画し

た記念事業の開催などの結果を踏まえ、今後の花火大会のあり方について検討作業を進

めておりますので、市といたしましても支援してまいりたいと考えております。

物産振興については、新たに「特産品認定制度」を取り入れ、市の特産品として育成

しようとするものを認定し、広く推奨するとともに、ＰＲに努めてまいります。

次に、都市基盤分野についてであります。

市道の整備の地方道路交付金事業につきましては、美郷町六郷地域と国道１３号及び

大曲西道路を結ぶ古四王際飯詰線、秋田自動車道西仙北インターチェンジと温泉施設及

び角館・田沢湖の観光地を結ぶ黒森山線、国道１０５号と清水地区のふるさと農道を結
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ぶ中仙４号線、大規模地震による落橋の二次的被害が大きいと予想される秋田新幹線を

跨ぐ西仙北地域の愛宕下跨線橋・浮島跨線橋、協和地域の合貝跨線橋の３橋梁の落橋防

止工事を継続して実施いたします。

地方特定道路整備事業については、内小友小学校の通学路となっている宮林線を継続

して実施いたします。

道路維持管理については、各総合支所の道路の延長割合を基準に、適正な道路維持管

理と交通安全施設整備を実施いたします。

道路改良については、合併前３カ年の道路予算・市道延長・市道の未改良延長の割合

を基準とし、他事業で行っている道路事業費との調整を図り、個々の路線の必要性や緊

急度を勘案して予算を配分しております。

なお、「大仙市経済・雇用・生活緊急対策本部」の行動計画に基づき、企業への経営

支援として、市単独事業の宮林線、大坪踏切線、中仙１７号線、南外１９号線の４路線

について債務負担行為の設定をし、前倒しで発注しております。

西仙北インターチェンジにつきましては、ＥＴＣ専用のスマートインターチェンジへ

の移行に向け、去る２月６日「西仙北スマートインターチェンジ地区協議会」が設立さ

れ協議が進められており、２月２４日には国土交通省東北地方整備局への要望活動を実

施しております。

スマートインターチェンジへの移行には、西仙北インターチェンジの利用者の増加が

求められていることから、ＥＴＣ未装着車への助成やＰＲ等により、利用者増に結びつ

けていきたいと考えております。

大仙市全体の都市計画については、大仙市都市計画マスタープランの策定作業を進め

てまいりましたが、新年度からは都市計画区域と都市計画用途地域の見直しを行い、用

途地域策定業務及び都市計画区域変更作成業務を実施いたします。

大曲駅前第二地区土地区画整理事業については、仮換地指定に伴う建物移転や借家人

補償などを行い、大曲中通町地区の区画道路新設工事、大花町地区の水路整備工事及び

整地工事を実施いたします。また、中通こ道橋新設工事については、ＪＲに施工を委託

している部分が完成いたしております。

なお、大花町地区に建設中の都市再生住宅については、８月頃の入居開始を予定して

おります。

まちづくり交付金事業については、大曲駅周辺地区において道路整備及び同地区内に
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計画する「しあわせ公園」の造成工事並びに「地域交流センター」の建築工事を実施い

たします。羽後境駅周辺地区においては、事業最終年度を迎え、集会施設建設工事及び

道路・公園・公営住宅の整備を実施いたします。

上水道事業につきましては、「大仙市経済・雇用・生活緊急対策本部」の行動計画に

基づき、平成２１年度事業として予定している老朽管更新などの配水管改良工事等５件

を前倒しで発注しております。

また、継続事業として秋田県が実施する大曲橋架け替えに伴う上水道施設の移転につ

きましては、取水施設築造工事及び導水管布設工事等を実施する予定となっております。

簡易水道事業につきましては、市単独事業として「神宮寺バイパス工事」に関連して、

神岡地域北楢岡地区において水道管の布設替え工事を実施いたします。

継続の補助事業につきましては、西仙北地域大沢郷地区が配水管布設工事と送水管布

設工事及び第２ポンプ場築造工事を、仙北地域戸地谷地区については、電気計装設備工

事と取水ポンプ設備工事及び配水ポンプ設備工事を、それぞれ実施いたします。

平成２０年度で施設整備事業が完了する西仙北地域刈和野拡張地区及び中仙地域入角

地区につきましては、４月１日から給水を開始いたします。

なお、上水道事業の老朽施設の更新及び簡易水道事業の経営の健全化などの課題を解

決するため、現在、庁内検討委員会及びワーキングチームにより今後のあるべき水道料

金体系の検討を進めております。少量使用家庭の負担軽減に考慮しながら、平成２２年

度から段階的な料金改定を予定し、今後とも安全な水道水を安定的に供給するため、施

設の維持及び経営基盤の強化を図ってまいります。

下水道等の整備については、水質汚濁による生活環境の悪化に対処し、清潔で快適な

市民生活の実現を図るため、大曲、神岡、中仙、南外地域において面整備を進めてまい

ります。

農業集落排水事業については、協和地域の峰吉川地区で全面供用開始の予定でありま

す。

なお、下水道の水洗化率が、平成１９年度末で６１％であることから、平成２５年度

末の目標水洗化率を７５％とし、水洗便所改良資金融資斡旋額の増額や使用開始から６

カ月間下水道使用料を免除する「水洗化率向上対策事業」を実施いたします。

次に、環境・安全分野についてであります。

住宅環境の整備では、大仙市耐震改修促進計画に基づき、地震による木造住宅の倒壊
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等の災害を未然に防止し、市民の安全性を確保するため、建築物耐震診断等事業を新年

度から６カ年計画で進めてまいります。

地域住宅交付金事業により、火災報知器が未設置の市営住宅へ火災報知器を設置いた

します。また、西仙北地域では、継続事業として北ノ沢地区に２棟４戸の市営住宅建築

を実施いたします。

新規事業として大仙市住生活基本計画、いわゆる住宅マスタープランの策定を平成

２１年度・２２年度の２カ年で実施いたします。

公園の整備では、仙北ふれあい公園整備事業の（仮称）「新仙北体育館」については、

新年度での完成に向け建設を進めてまいります。南外ふれあいパークについては、総合

駐車場整備を実施いたします。

なお、市単独事業で実施している飯田沼つり公園については、引き続き板柵護岸工事

を実施いたします。

市民が健康で安全で快適な生活を営むことができる豊かな環境を維持していくために

は、市民・事業者・行政が共通認識に立ちながら環境問題に取り組むことが求められて

おります。このたび、環境基本条例に掲げる４つの基本理念を具現化すべく、「循環」

・「共生」・「参加」を柱とした取り組みの方向性を示した「環境基本計画」と計画を

積極的に、効果的に推進するための「環境行動計画」を策定いたしました。

ごみ減量化、リサイクルの促進では、マイバック持参推進によるレジ袋の削減とレジ

袋無料配布中止の取り組みを進めてまいります。

環境保全型農業の推進では、化学肥料、農薬等の使用に伴う環境への影響をできる限

り軽減する取り組みとして、エコ・ファーマー拡充に向け、関係団体と一丸となって進

めてまいります。

温暖化対策、地域資源の循環利用、新たな産業の形成などの効果が期待できるバイオ

マスの利活用を推進するため、バイオマスタウン構想を策定いたします。また、バイオ

マスの利活用については、民間事業者等が事業主体となって進めることを基本方針とし、

育成支援を行ってまいります。

水辺の環境保全では、関係機関や地域住民、各種団体との協働による取り組みが必要

となることから、新たな河川環境保全活動団体の育成とネットワーク化を図ってまいり

ます。

環境学習の推進では、小学校４年生とその保護者を対象とした「こどもエコチャレン
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ジ」と、一般家庭を対象とした「環境家族宣言」「ワンデイエコチャレンジ」など、学

習機会の充実を図ってまいります。また、低炭素社会への転換シンボルとして電気自動

車を導入し、市民への意識の向上を図ってまいりたいと考えております。

交通安全対策については、大仙警察署等関係機関・団体との連携をさらに強化し、こ

れまで一部の地域で実施しておりました交通安全大会等を集約した「大仙市交通安全推

進大会」を開催し、交通事故のない快適な交通社会の実現と安全で安心して暮らせるま

ちづくりを目指してまいります。

消防団員の確保については、「秋田県消防学校一日入校」による研修を計画的に実施

するとともに、消防団協力事業所表示制度の周知、女性の入団促進や退団ＯＢの活用を

図る消防団協力員制度の検討をしてまいりたいと考えております。

消防施設維持管理については、消火栓や防火水槽等の腐食を防ぐため塗装補修を行う

こととし、作業は障がい者の方々へ働く場を提供する観点から障がい福祉サービス事業

所などに委託することとしております。

防災については、多人数が避難する体育館等におけるプライバシー保護、寒さ対策と

して、段ボール製の避難所用簡易間仕切り壁を備蓄することとしております。

また、住宅用火災警報器の設置につきましては、平成２３年６月から設置が義務化さ

れますが、市民税非課税世帯の７０歳以上の単身世帯や生活保護世帯などの要援護世帯、

約３，０００世帯に対し火災警報器の取り付けを無料で実施いたします。

電算業務の再構築につきましては、コストの削減、業務の効率化、窓口での「ワンス

トップサービス」の充実を図るため、現在独自で稼働しているそれぞれの業務データを

共有し処理を連携させることにより、特定の業者に依存しない標準化されたシステムと

して総務省が推奨する「地域情報プラットホーム」の導入に着手してまいります。

地域情報化の推進では、西仙北地域の大沢郷滝ノ沢・大場台地区と協和宮田・徳滝地

区への移動通信用鉄塔施設整備事業、西仙北地域の大沢郷地区へのＡＤＳＬ化による高

速インターネットアクセス網整備促進事業を実施し、情報通信の格差是正を図ってまい

ります。

男女共同参画につきましては、市民を対象に意識高揚のための啓発活動を推進するほ

か、事業所を対象とした研修会を開催して、企業の理解と協力が得られるよう努めてま

いります。

国際交流の促進につきましては、韓国青少年北ソウル連盟から派遣される青少年の受
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け入れや、友好交流都市の唐津郡から中学生を本市に招いての学校交流を実施いたしま

す。

去る２月２０日に本市と国際教養大学で「国際交流に関する連携プログラム協定書」

を取り交わしたところでありますが、これに基づいて国際教養大学の留学生と市内小・

中学校の児童生徒及び幼稚園・保育園児が、学校行事などを通じて交流をすることにし

ております。また、これらの事業を円滑に推進できるよう、２月２８日に設立される大

仙市国際交流協会とも連携を図りながら、国際交流の促進に努めてまいりたいと思いま

す。

行政改革大綱については、新年度が５カ年計画の最終年度になることから、平成２２

年度を初年度とする第２次の行政改革大綱を策定いたします。

また、行政改革の一環として、業務活動の基本単位である事務事業については、計画

・実施・評価・改善のマネジメントサイクルで管理することにより課題の発見と改善を

行う「事務事業評価」を実施いたします。

第三セクターの改善につきましては、協和地域の株式会社協和振興開発公社と株式会

社協和リゾート管理公社の４月からの統合について、それぞれの取締役会、株主総会で

承認され、統合に向け作業を進めております。

なお、西仙北地域のぬく森温泉「ユメリア」につきましては、多額の繰越損益を抱え、

今後の収益の改善も難しいことから、新たな指定管理者を全国に公募したところであり

ます。

平成２１年４月１日より指定管理者が変更となり、市の第三セクターであります西仙

北温泉インター株式会社がユメリアの経営から撤退することになりますが、買掛金や未

払い金などの不足額について、市として支援してまいりたいと存じます。

小規模集落コミュニティ対策については、アンケート調査や集落座談会、小規模集落

コミュニティ対策会議の開催などにより、地域再生・活性化に向けた支援策を検討して

まいります。

また、隣接集落との連携によるコミュニティ機能の再生・活性化や災害時における孤

立化を防止するため、協和地域宮田集落を通る市道上荒田・宮田田中線については、新

年度から本格的な工事に着手してまいりたいと存じます。

平成２１年度の施政方針及び施策の概要は以上でありますが、世界同時不況による経

済危機は極めて深刻な状況にあり、我が国の経済を大きく後退させ、本市経済へも大き
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な影響を及ぼしております。市民の生活の安定を図るために、持てる力を最大限活かし、

皆様と力を合わせ、この難局を乗りきってまいりたいと存じます。

私の好きな言葉に「不遜なれば未来の悉くを失う」という言葉があります。この言葉

は、聖書からの引用で、私の尊敬する農民運動家で、横手市で疎開生活をした第３回芥

川賞受賞作家の鶴田知也先生の文学碑の碑文として刻まれているものであります。

地球温暖化や地球規模で平和や自然環境が脅かされている現在社会において、人に対

し、自然に対し、私たちはもっと謙虚でなければならないと思っております。

市政運営においても、市民や地域に対し謙虚に、そして公務員は全体の奉仕者である

という原点を忘れず、市民本位・市民主体の市政の推進に努め、大仙市の基盤をつくり

上げ、市民が安心して暮らせる郷土を未来に残してまいりたいと考えておりますので、
あ す

市民の皆様並びに議員各位のご支援・ご協力をお願い申し上げまして施政方針とさせて

いただきます。

ありがとうございました。

○議長（佐々木昌志君） 次に、日程第５、議案第６号及び日程第６、議案第７号の２件

を一括して議題といたします。

本２件は、議会運営委員長大山利吉君から提出されております。

お諮りいたします。議案第６号及び議案第７号の２件については、会議規則第３７条

第３項の規定により、提案理由の説明を省略いたしたいと思います。これにご異議あり

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本２件については、提案理由の

説明を省略することに決しました。

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

ただいま議題となっております本２件については、会議規則第３７条第２項の規定に

より、委員会に付託はいたしません。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（佐々木昌志君） 討論なしと認めます。

これより議案第６号及び議案第７号の２件を一括して採決いたします。本２件は、原

案のとおり可決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本２件は、原案のとおり可決さ

れました。

○議長（佐々木昌志君） 次に、日程第７、議案第８号及び日程第８、議案第９号の２件

を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。栗林市長。

○市長（栗林次美君）【登壇】 議案第８号及び議案第９号の人権擁護委員の候補者の推

薦につき意見を求めることについて、一括してご説明を申し上げます。

本２件につきましては、当市人権擁護委員のうち、佐々木眞一氏並びに髙畠良市氏の

任期が、来る平成２１年６月３０日をもって満了することから、その後任候補者につい

て秋田地方法務局から推薦の依頼がありましたので、両氏とも再推薦いたしたく、人権

擁護委員法第６条第３項の規定により、議会の意見を求めるものであります。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご同意賜りますようお願い申

し上げます。

○議長（佐々木昌志君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。議案第８号及び議案第９号の２件については、会議規則第３７条

第３項の規定により、委員会への付託を省略いたしたいと思います。これにご異議あり

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本２件については、委員会への

付託を省略することに決しました。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） 討論なしと認めます。
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これより議案第８号及び議案第９号の２件を一括して採決いたします。本２件は、同

意と決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本２件は、同意することに決し

ました。

○議長（佐々木昌志君） 次に、日程第９、議案第１０号から日程第１２、議案第１３号

までの４件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。老松総務部長。

○総務部長（老松博行君）【登壇】 それでは、ご説明申し上げます。

はじめに、お手元の資料のうち資料Ｎｏ．１の議案書をご覧いただきたいと思います。

３ページと４ページになります。

議案第１０号、大仙市経済・雇用・生活緊急対策基金条例の制定について、ご説明申

し上げます。

本案は、国の地域活性化・生活対策臨時交付金を活用して実施する予定の経済・雇用

・生活緊急対策のうち、ソフト事業を実施するための財源として、取り崩し型の基金を

新たに設置して、当該交付金から１億３，０００万円を積み立てるもので、公布の日か

ら施行することとしております。

続きまして、お手元の資料のうちＮｏ．２の薄い方の補正予算書（２月補正）をご覧

いただきたいと思います。

１ページになります。

議案第１１号、平成２０年度大仙市一般会計補正予算（第１３号）について、ご説明

申し上げます。

今回の補正予算は、国の第２次補正予算に基づく地域活性化・生活対策臨時交付金及

び定額給付金並びに子育て応援特別手当給付費などに係る補正であり、歳入歳出予算の

総額に、それぞれ２８億３６９万３千円を追加し、補正後の予算総額を４７０億

６，３５３万１千円とするものであります。

なお、繰越明許費の補正につきましては、庁舎改修事業費ほか２７件を追加設定する

ものであります。

それでは、補正予算の概要につきまして、事項別明細書により、歳入から順にご説明
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申し上げます。

はじめに１０ページをご覧いただきたいと思います。

歳入１０款地方交付税は、普通交付税として８９０万３千円、特別交付税として

４，９４８万５千円、合わせまして５，８３８万８千円の補正であります。

１４款国庫支出金は、国の第２次補正予算に係る民生費・総務費国庫補助金として

２６億１，０５５万９千円の補正であります。

１８款繰入金は、財政調整基金繰入金として１億２，７００万円の補正であります。

２０款諸収入は、大曲市民会館自主事業収入として７７４万６千円の補正であります。

次に、歳出についてご説明申し上げます。

２款総務費は１７億６２８万４千円の補正で、地域活性化・生活対策臨時交付金事業

及び定額給付金に係る補正であります。

主な内容といたしまして、車両運行経費は、大曲、中仙及び南外の各地域のバスの老

朽化に伴う更新経費として３，０９６万７千円、定額給付金給付事務費及び事業費は、

給付対象者１人につき１万２千円、基準日において６５歳以上及び１８歳以下の方には

１人につき２万円となっており、事務費が４，５１９万９千円、給付費が１４億

５，０５３万６千円となっております。経済・雇用・生活緊急対策基金積立金は、地域

活性化・生活対策臨時交付金を活用し、基金に積み立てする経費として１億３，０００

万円の補正であります。

なお、積み立てした基金につきましては、２１年度におきまして各種のソフト事業の

財源として活用することとしております。

１２ページになります。

３款民生費は４，８５９万３千円の補正で、地域活性化・生活対策臨時交付金事業及

び子育て応援特別手当給付費に係る補正であります。

主な内容といたしまして、子育て応援特別手当給付事務費及び事業費は、小学校就学

前３年間の２人目以降の子に対し、子育て応援特別手当を支給することにより、子育て

家庭に対する生活安心の確保を図ることを目的に交付されるもので、事務費として

１７６万５千円、事業費として３，２５４万４千円の補正、児童館管理費は、児童館ト

イレの水洗化工事等に係る経費として１，０１５万１千円の補正であります。

次の５款労働費は６３０万円の補正で、地域活性化・生活対策臨時交付金事業に係る

補正であります。
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内容といたしまして、職業訓練用パソコン整備事業費は、大曲職業訓練センターの既

存のパソコン等の更新に要する経費として６３０万円の補正であります。

１４ページになります。

６款農林水産業費は５，５５５万５千円の補正で、地域活性化・生活対策臨時交付金

事業に係る補正であります。

主な内容といたしまして、快適居住環境整備事業費は、大曲、神岡、西仙北、中仙及

び南外の各地域の農業用用排水路等の水質保全などの快適な居住環境を図る経費として

３，０２１万２千円の補正、就業改善センター管理費は、太田地域中里温泉の本館及び

宿泊棟のトイレ改修工事等に係る経費として１，４８２万９千円の補正であります。

次の７款商工費は１億７，２２５万６千円の補正であり、地域活性化・生活対策臨時

交付金事業及び温泉施設に係る市単独事業の補正であります。

主な内容といたしまして、西仙北ぬくもり温泉管理費につきましては、ユメリアが本

年４月１日より新潟新光電機株式会社を新たな指定管理者として運営されることになり

ますが、それに伴う修繕料として３６１万７千円の補正、観光ガイドボード事業費は、

当市と他の自治体との境界付近に大型看板を設置する経費として１，２０７万４千円の

補正、温泉施設管理運営支援事業費につきましては、西仙北温泉インター株式会社のユ

メリアからの経営撤退に伴い、４月以降に支払う買掛金・未払金の不足額を助成するも

のであります。また、四季の湯を経営する協和リゾート管理公社と道の駅協和を経営す

る協和振興開発公社が統合するにあたり、協和リゾート管理公社の累積赤字の解消が必

要なことから、必要な経費と精算に係る不足額を補てんするものであります。合わせて

１億２，７００万円の補正であります。

１６ページになります。

８款土木費は４億６，７６０万４千円の補正で、地域活性化・生活対策臨時交付金事

業に係る補正であります。

主な内容といたしまして、道路維持管理費、道路新設改良費及び交通安全施設整備費

につきましては、各地域における道路舗装補修、道路改良や側溝改良及び道路区画線工

事などに係る補正であり、それぞれ２，９２１万８千円、３億６，４１１万４千円、

１，７２８万円の補正であります。そのほか、市営住宅や公園に係る経費の補正であり

ます。

１８ページになります。
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９款消防費は２，７４４万８千円の補正で、地域活性化・生活対策臨時交付金事業に

係る補正であります。

内容といたしまして、大曲仙北広域市町村圏組合負担金は、広域消防位置情報通知シ

ステムに係る負担金として１，４２３万９千円の補正、住宅用火災警報器設置助成事業

費は、７０歳以上の市民税非課税世帯及び生活保護世帯のうち独立した家屋に居住する

世帯を対象に、火災警報器の機器及び設置に要する経費として１，３２０万９千円の補

正であります。

次の１０款教育費は３億１，９６５万３千円の補正であり、地域活性化・生活対策臨

時交付金事業及び総合市民会館運営費の補正であります。

主な内容といたしまして、地上デジタルテレビ等整備事業費は、小・中学校３８校へ

の地上デジタルテレビ等の設置経費として２，４７２万７千円の補正、学校施設耐震化

事業費及び幼稚園施設耐震化事業費は、小学校６校、中学校５校、幼稚園１園の耐震二

次診断に要する経費の補正として、小学校費において２，３９８万円、中学校費におい

て２，９７３万２千円、幼稚園費において１６４万６千円の補正、公民館管理費は大曲、

神岡、西仙北及び中仙の各地域の公民館施設等の工事に係る補正として２，３４９万円

の補正、総合市民会館運営費は、公演予定が４月から６月に実施するものにつきまして、

３月から契約事務や公告などの経費が必要になることから１，３０３万２千円の補正、

体育館管理費は、神岡体育館下水道接続工事及び現在の仙北体育館の解体工事に係る経

費として２，９００万１千円の補正であります。

次に、２３ページをご覧いただきたいと思います。

次に、議案第１２号、平成２０年度大仙市土地区画整理事業特別会計補正予算（第３

号）につきましては、国の第２次補正予算に基づく地域活性化・生活対策臨時交付金を

活用した都市再生住宅排水設備整備事業費に係る補正及び繰越明許費の設定についての

補正であり、歳入歳出予算の総額に、それぞれ１，０９７万５千円を追加し、補正後の

予算総額を２４億４，５６６万３千円とするものであります。

２９ページになります。

歳入３款繰入金は、地域活性化・生活対策分の一般会計繰入金として１，０９７万５

千円の補正であります。

３０ページになります。

歳出１款事業費は、地域活性化・生活対策臨時交付金を活用し、都市再生住宅排水設
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備工事に係る住宅市街地総合整備事業費（単独分）として１，０９７万５千円の補正で

あります。

３１ページになります。

次に、議案第１３号、平成２０年度大仙市学校給食事業特別会計補正予算（第３号）

につきましては、国の第２次補正予算に基づく地域活性化・生活対策臨時交付金を活用

した学校給食センター改修事業費に係る補正、繰越明許費の設定についての補正であり、

歳入歳出予算の総額に、それぞれ１，５７５万円を追加し、補正後の予算総額を９億

８，６４７万３千円とするものであります。

３７ページをご覧いただきたいと思います。

歳入２款繰入金は、地域活性化・生活対策分の一般会計繰入金として１，５７５万円

の補正であります。

次のページ、３８ページになります。

歳出１款給食事業費は、地域活性化・生活対策臨時交付金を活用し、西仙北学校給食

センターの厨房冷暖房工事及び太田学校給食センターの厨房冷房工事に係る管理及び運

営費として１，５７５万円の補正であります。

以上、議案第１０号から議案第１３号まで一括してご説明申し上げましたが、国の第

２次補正予算に伴うものや市単独で緊急に行う必要がある事業であることから、本日の

議決をお願いするものであります。

よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

終わります。

○議長（佐々木昌志君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

ただいま議題となっております議案第１０号から議案第１３号までの４件は、お手元

に配付の議案付託表のとおり、それぞれ所管の常任委員会に付託いたします。

各常任委員会審査のため、暫時休憩いたします。

なお、本会議の再開時刻につきましては、追ってご連絡いたします。

午前１１時２５分 休 憩

…………………………………………………………………………………………………………

午後 ２時１０分 再 開
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○議長（佐々木昌志君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

○議長（佐々木昌志君） 日程第９、議案第１０号を再び議題といたします。

本件に関し、委員長の報告を求めます。総務常任委員長２９番竹原弘治君。はい、

２９番。

○総務常任委員長（竹原弘治君）【登壇】 休憩前の本会議において、当委員会に付託と

なりました事件について、委員会を開催し、慎重審査いたしましたので、その経過及び

結果についてご報告いたします。

議案第１０号「大仙市経済・雇用・生活緊急対策基金条例の制定について」につきま

しては、当局からの内容説明を了とし、採決の結果、出席委員の一致をもって、本案は

原案のとおり可決すべきものと決した次第であります。

以上で報告を終わります。

○議長（佐々木昌志君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） 討論なしと認めます。

これより議案第１０号を採決いたします。本件に対する委員長報告は原案可決であり

ます。本件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本件は、原案のとおり可決され

ました。

○議長（佐々木昌志君） 次に、日程第１０、議案第１１号を再び議題といたします。

本件に関し、各委員長の報告を求めます。はじめに総務常任委員長２９番竹原弘治君。

はい、２９番。

○総務常任委員長（竹原弘治君）【登壇】 ご報告いたします。

議案第１１号「平成２０年度大仙市一般会計補正予算（第１３号）」につきましては、
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当局からの当委員会の所管する歳入・歳出の補正内容説明に対して、「車両運行経費の

バス購入については、リースよりも購入が財産的にも将来的にも有利と判断したもの

か。」との質疑に対し、当局からは、「単年度の国からの臨時交付金であり、購入費に

ついて充当される。」との答弁がありました。

採決の結果、出席委員の一致をもって、本件は原案のとおり可決すべきものと決した

次第であります。

以上で報告を終わります。

○議長（佐々木昌志君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

次に、企画産業常任委員長３０番児玉裕一君。はい、３０番。

○企画産業常任委員長（児玉裕一君）【登壇】 ご報告いたします。

休憩前の本会議において、当委員会に審査付託となりました事件につき、委員会を開

催し、慎重審査いたしましたので、その経過及び結果についてご報告いたします。

議案第１１号「平成２０年度大仙市一般会計補正予算（第１３号）」のうち、当委員

会所管の予算につきまして、委員から、「今回の補正関連予算関係で計画されている事

業は、市の実施計画に掲載されている事業も含まれているのか。また、実施計画に載っ

ていない事業もあるのか。」との質問があり、当局から、「実施計画に載っていない事

業もあるが、２１年度・２２年度に実施する事業を今回の交付金を活用するということ

で前倒しにするということにしている。」との答弁がありました。

「定額給付金給付事務費について、短期の臨時雇用職員はどのように募集しているの

か。」との質問に対し、「定額給付金にかかわる事務補助員はハローワークを通じて募

集した。」との答弁がありました。

また、「定額給付金の給付事業費に関して、給付金支給時期はいつを予定しているの

か。」との質問に対し、当局より、「支給の準備は進めているので、関連法案が通ると

３月の中頃までには市民に申請書を送付したい。支給期間は６カ月あるが、第１回目は

年度内に交付できるように努力したいと。」の答弁がありました。

その他、案内看板設置等など２、３の質問等がありましたが、当局説明を了とし、討

論はなく、採決の結果、本件は出席委員の一致をもちまして、原案のとおり可決すべき
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ものと決しました。

以上で報告を終わります。

○議長（佐々木昌志君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

次に、教育民生常任委員長１１番渡邊秀俊君。はい、１１番。

○教育民生常任委員長（渡邊秀俊君）【登壇】 休憩前の本会議において、当常任委員会

に審査付託となりました事件につき、委員会を開催し、慎重審査いたしましたので、そ

の経過及び結果についてご報告いたします。

議案第１１号「平成２０年度大仙市一般会計補正予算（第１３号）」のうち、当委員

会に審査付託となりました所管する予算につきましては、当局からの補正内容の説明に

対し、質疑において、「住宅用火災警報器設置助成事業について、設置にあたっては業

者委託して行うと思うが、それに紛れ込んだ悪質な業者が必要以外の工事を行って、そ

の代金を取るというようなことが起こり得ないとも限らない。当局としては、どのよう

な対応を考えているか。」との質問があり、当局からは、「設置にあたっては市内に５

０ほどある電気器具販売店に委託して実施する予定である。また、設置業者に対して市

から身分証明書的なものを交付し、実際に対象家庭に伺って設置する際は、その証明書

を提示していただくことにしている。悪質な訪問販売等もあるため、設置に関して広報

などを通じて市民に啓発していきたい。」との答弁がありました。

そのほかに質疑等はなく、採決の結果、出席委員の一致をもって、本案は原案のとお

り可決すべきものと決した次第であります。

以上で報告を終わります。

○議長（佐々木昌志君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

次に、建設水道常任委員長１９番大野忠夫君。

○建設水道常任委員長（大野忠夫君）【登壇】 ご報告いたします。

休憩前の本会議において、当委員会に審査付託となりました事件につき、委員会を開
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催し、所管関係部長等の出席を求めて慎重審査をいたしましたので、その経過及び結果

についてご報告いたします。

はじめに、議案第１１号「平成２０年度大仙市一般会計補正予算（第１３号）」のう

ち、当委員会に審査付託となりました所管する歳出予算につきましては、当局からの補

正予算の内容説明に対し、格別なる質疑、討論もなく、採決の結果、出席委員の一致を

もって、本件は原案のとおり可決すべきものと決した次第であります。

報告を終わります。

○議長（佐々木昌志君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） 討論なしと認めます。

これより議案第１１号を採決いたします。本件に対する各委員長報告は原案可決であ

ります。本件は、各委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本件は、原案のとおり可決され

ました。

○議長（佐々木昌志君） 次に、日程第１１、議案第１２号を再び議題といたします。

本件に関し、委員長の報告を求めます。建設水道常任委員長１９番大野忠夫君。はい、

１９番。

○建設水道常任委員長（大野忠夫君）【登壇】 報告いたします。

議案第１２号「平成２０年度大仙市土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号）」

につきましては、当局からの補正予算の内容説明後、質疑において、「都市再生住宅は

平成２１年８月に供用開始と伺ったが、供用開始時に５２戸の住宅はすべて入居される

のか、また、地権者の関係から交渉が難航した用地があると伺ったが、その用地につい

ては結論が出たのか。」との質疑があり、当局からは、「都市再生住宅の入居戸数は、

来年度移転を予定している権利者等とも交渉を進めており、１３世帯が初年度に入居さ
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れるものと予想している。中にはアパート住まいの方も希望しているので、もう少し増

えるものと見込んでいるが、平成２５年度には全戸が入居いただけるものと考えている。

また、難航した地権者の用地については、了承を得た上で支障となる物件を移転いただ

き、本日から迂回道路として供用している。」との答弁がありました。

その他には質疑もなく、採決の結果、出席委員の一致をもって、本件は原案のとおり

可決すべきものと決した次第であります。

報告を終わります。

○議長（佐々木昌志君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） 討論なしと認めます。

これより議案第１２号を採決いたします。本件に対する委員長報告は原案可決であり

ます。本件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本件は、原案のとおり可決され

ました。

○議長（佐々木昌志君） 次に、日程第１２、議案第１３号を再び議題といたします。

本件に関し、委員長の報告を求めます。教育民生常任委員長１１番渡邊秀俊君。はい、

１１番。

○教育民生常任委員長（渡邊秀俊君）【登壇】 ご報告いたします。

議案第１３号「平成２０年度大仙市学校給食事業特別会計補正予算（第３号）」につ

きましては、当局からの補正内容の説明を了とし、採決の結果、出席委員の一致をもっ

て、本案は原案のとおり可決すべきものと決した次第であります。

以上で報告を終わります。

○議長（佐々木昌志君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありま

せんか。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） 討論なしと認めます。

これより議案第１３号を採決いたします。本件に対する委員長報告は原案可決であり

ます。本件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本件は、原案のとおり可決され

ました。

○議長（佐々木昌志君） 次に、日程第１３、議案第１４号から日程第８２、議案第８３

号までの７０件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。老松総務部長。

○総務部長（老松博行君）【登壇】 それでは、ご説明申し上げます。

はじめに、資料Ｎｏ．１の議案書の方をご覧いただきたいと思います。

はじめに、５ページ・６ページになります。

議案第１４号、大仙市移動通信用鉄塔設置条例の一部を改正する条例の制定について、

ご説明申し上げます。

本案は、携帯電話の不感地帯を解消するために整備中の西仙北地域大沢郷地区の移動

通信用鉄塔を平成２１年度から供用開始するため、名称及び位置を条例規定するもので、

平成２１年４月１日から施行することとしております。

次に、７ページ・８ページになります。

議案第１５号、大仙市職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例

の制定について、ご説明申し上げます。

本案は、職員の減給処分に関する規定について、条文解釈に疑義が生じないよう、規

定中の「給料月額」という表現を「給料」に改める文言整理を行うもので、公布の日か

ら施行することとしております。

次に、９ページ・１０ページになります。

議案第１６号、大仙市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の
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制定について、ご説明申し上げます。

本案は、公庫の予算及び決算に関する法律の一部改正により、同法に規定される公庫

が沖縄振興開発金融公庫のみとなったことに伴い、所要の文言整理を行うものであり、

公布の日から施行することとしております。

次に、１１ページ・１２ページになります。

議案第１７号、大仙市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例の制定について、ご説明申し上げます。

本案は、社会教育指導員の報酬につきまして、実働日数に応じた報酬とするため、月

額１０万４，２００円から日額６，１００円に改めるものであり、平成２１年４月１日

から施行することとしております。

次に、１３ページから１８ページまでになります。

議案第１８号、大仙市長及び副市長の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条

例の制定についてから議案第２０号、大仙市監査委員で常勤のものの給与及び旅費に関

する条例の一部を改正する条例の制定についてまでの３件につきましては、関連があり

ますので一括してご説明申し上げます。

本３件は、市長、副市長、教育長並びに常勤監査委員の給料月額を本年度と同様に平

成２１年度におきましても、市長にあっては１２万７千円、副市長にあっては８万５千

円、教育長にあっては５万６千円及び常勤監査委員にあっては４万４千円を減ずるもの

であり、平成２１年４月１日から施行することとしております。

次に、１９ページと２０ページになります。

議案第２１号、大仙市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定

について、ご説明申し上げます。

本案は、人事院勧告及び秋田県人事委員会の勧告において、医師に支給される初任給

調整手当の最高支給限度額の引き上げが勧告されたことに伴い、これを月額２６万

８，５００円から３６万５，５００円に引き上げるものであります。

また、一般職の職員の給料につきましては、本年度と同様に平成２１年度におきまし

ても、職務に応じてそれぞれ１００分の３．２５、１０分の２．２５、１００分の

１．２５の率で減額するものであり、平成２１年４月１日から施行することとしており

ます。

次に、２１ページと２２ページになります。
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議案第２２号、大仙市肉用牛特別導入事業基金条例の一部を改正する条例の制定につ

いて、ご説明申し上げます。

国の三位一体改革に従い、この基金を構成する国の交付金相当分を順次国に返還して

おりますが、本案は平成２０年度の返還分である２１９万３千円を基金の額から減ずる

もので、平成２１年４月１日から施行することとしております。

次に、２３ページと２４ページになります。

議案第２３号、大仙市水洗便所等改造資金貸付基金条例の一部を改正する条例の制定

について、ご説明申し上げます。

下水道等の水洗化率向上を図るため、平成２１年度から当分の間、使用開始から６カ

月間の使用料を免除する計画でありますが、本案はこれによる平成２１年度の減収分を

水洗化促進を目的とする水洗便所等改造資金貸付基金から補てんするため、１，２４１

万１千円を基金の額から減ずるもので、平成２１年４月１日から施行することとしてお

ります。

次に、２５ページ・２６ページになります。

議案第２４号、大仙市手数料条例の一部を改正する条例の制定について、ご説明申し

上げます。

本案は、平成２１年度に県から権限移譲される事務について、手数料を徴収すること

とするもので、知事が指定する区域内において牛、馬、豚等の政令で定める種類の動物

を一定数以上飼養し、または収容しようとする場合の許可申請に対する審査手数料を、

１件につき８千円と定めるもので、平成２１年４月１日から施行することとしておりま

す。

次に、２７ページ・２８ページになります。

議案第２５号、大仙市立太田緑地広場条例の一部を改正する条例の制定について、ご

説明申し上げます。

本案は、太田地域に整備が完了いたしました太田北野緑地広場について、平成２１年

度から供用を開始するため、名称及び位置を条例規定するもので、平成２１年４月１日

から施行することとしております。

次に、２９ページ・３０ページになります。

議案第２６号、大仙市協和林業研修集会宿泊施設設置等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について、ご説明申し上げます。
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本案は、協和地域の徳滝林業会館につきまして、公共施設見直し計画に基づき、徳滝

部落会に譲渡することとし、同会館を廃止するもので、平成２１年４月１日から施行す

ることとしております。

次に、３１ページ・３２ページになります。

議案第２７号、大仙市児童館及び児童センターに関する条例の一部を改正する条例の

制定について、ご説明申し上げます。

本案は、児童館等の運営に関する審議を行うために設置されております児童厚生施設

運営協議会につきまして、児童館等の管理運営形態の多様化などにより、市全域の児童

館等の運営を一元的に審議し、その役割を果たすことは極めて困難な状況にあり、存立

意義に乏しくなっていることから、これを廃止するもので、あわせて附則におきまして

大仙市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の所要の改正を行

うものであります。

また、大曲地域の大戸児童館につきましては、公共施設見直し計画に基づき、上大戸

部落会に譲渡することとし、同館を廃止するもので、それぞれ平成２１年４月１日から

施行することとしております。

次に、３３ページ・３４ページになります。

議案第２８号、大仙市すこやか子育て手当支給条例の一部を改正する条例の制定につ

いて、ご説明申し上げます。

本案は、すこやか子育て手当の支給について、満２歳未満児の保護者を対象として県

が実施する０歳児の保護者を対象とした支援金給付制度に上乗せする形で行っておりま

したが、県がこれを廃止したことなどを踏まえ、制度維持の観点から、支給対象であっ

た乳幼児のうち保育所及び認可外保育施設に入所している乳幼児を支給対象から除くほ

か、手当の額を月額１万円から５千円に減ずるもので、所要の経過措置を設け、平成

２１年８月１日から施行するものであります。

次に、３５ページ・３６ページになります。

議案第２９号、大仙市国民健康保険高額療養資金貸付基金条例の一部を改正する条例

の制定について、ご説明申し上げます。

国の医療制度改正に伴い、平成１９年４月診療分から国民健康保険限度額適用認定書

を交付された被保険者につきましては、高額療養費分を医療機関の窓口で支払う必要が

なくなったため、この基金による貸付制度を利用する被保険者が大幅に減少しておりま
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す。

本案は、このようなことから、制度の需要に見合うよう基金の額を４，３００万円か

ら５００万円に減ずるもので、平成２１年４月１日から施行することとしております。

なお、取り崩した現金につきましては、国民健康保険事業財政調整基金に繰り入れる

こととしております。

次に、３７ページ・３８ページになります。

議案第３０号、大仙市国民健康保険出産費資金貸付基金条例の一部を改正する条例の

制定について、ご説明申し上げます。

平成１８年４月から、それまで被保険者に支給されておりました出産育児一時金を医

療機関等が被保険者に代わって受け取ることのできる制度が導入されたことに伴い、こ

の基金による貸付制度を利用する被保険者が大幅に減少いたしております。

本案は、このようなことから、制度の需要に見合うよう、基金の額を９００万円から

１００万円に減ずるもので、平成２１年４月１日から施行することとしております。

なお、取り崩しました現金につきましては、国民健康保険事業財政調整基金に繰り入

れることとしております。

次に、３９ページから４３ページまでとなります。

議案第３１号、大仙市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について、ご

説明申し上げます。

市の道路占用料につきましては、道路法施行令に準じて徴収しているものであります

が、本案は同施行令の改正に伴い、金額の改定など所要の改正を行うもので、所要の経

過措置を設け平成２１年４月１日から施行することとしております。

次に、４４ページと４５ページになります。

議案第３２号、大仙市公園条例の一部を改正する条例の制定について、ご説明申し上

げます。

本案は、大仙市総合公園多目的広場及び南外ふれあいパークにつきまして、グラウン

ド・ゴルフ場として利用する場合における他のグラウンド・ゴルフ場との均衡を図るた

め、１人１日につき１００円の使用料を徴収することとするほか、所要の文言整理を行

うもので、平成２１年４月１日から施行することとしております。

次に、４６ページと４７ページになります。

議案第３３号、大仙市小種共同墓地条例の一部を改正する条例の制定について、ご説
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明申し上げます。

本案は、国土交通省が実施する雄物川中流部改修事業に伴う協和地域の中小種集落の

一部の集団移転地であります木形台団地の造成事業のうち、木形台共同墓地１３区画の

造成が完了したことから、供用を開始するため、名称、位置及び１区画につき２９万９

千円の使用料を条例規定するもので、平成２１年４月１日から施行することとしており

ます。

次に、４８ページ・４９ページになります。

議案第３４号、大仙市簡易水道事業の設置に関する条例の一部を改正する条例の制定

について、ご説明申し上げます。

本案は、中仙地域の市営中西地区簡易水道と組合営入角簡易水道を統合して、新たに

市営の入角地区簡易水道事業を設置するもので、平成２１年４月１日から施行すること

としております。

また、これに伴い、水道料金に関する規定も整備する必要があることから、附則にお

いて大仙市簡易水道事業給水条例の一部改正を行うものであります。

次に、５０ページ・５１ページになります。

議案第３５号、大仙市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて、ご説明申し上げます。

秋田県が施行する大曲橋架替事業に伴い、水道事業の取水地点の移転が必要となって

おりますが、これが水道法に規定する事業の変更に該当することから、知事に変更認可

申請を行う必要があるものであります。

この変更認可申請に際しまして、給水人口及び給水量を再推計する必要がありますが、

本案は、変更認可と条例規定を整合させるため、推計した結果に基づき、給水人口に

あっては３万３，５１７人、１日最大給水量にあっては１万５，８００㎥に、それぞれ

数値を改めるもので、公布の日から施行することとしております。

次に、５２ページ・５３ページになります。

議案第３６号、大仙市立幼稚園保育料徴収条例の一部を改正する条例の制定について、

ご説明申し上げます。

本案は、かみおか幼稚園及び神岡保育園の認定こども園への移行を平成２１年４月１

日に控え、他施設の今後の認定こども園への移行も考慮し、幼稚園と保育園の制度調整

を行うこととし、幼稚園における月途中の入退園に係る保育料の額の計算方法を保育園
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に合わせ日割によることとするものであり、あわせて所要の文言整理を行い、平成２１

年４月１日から施行することとしております。

次に、５４ページ・５５ページになります。

議案第３７号、大仙市公民館条例の一部を改正する条例の制定について、ご説明申し

上げます。

本案は、公共施設見直し計画に基づき、公民館の施設管理運営の合理化を図るため、

大曲公民館につきましては、その機能を教育委員会生涯学習課に移管するほか、大曲公

民館高畑分館を廃止するもので、平成２１年４月１日から施行することとしております。

次に、５６ページと５７ページになります。

議案第３８号、大仙市立図書館設置条例の一部を改正する条例の制定について、ご説

明申し上げます。

本案は、図書館未設置の中仙地域につきまして、図書館サービスを提供するため、中

仙市民会館内の中仙学習情報室を整備し、中仙図書館として設置するもので、平成２１

年４月１日から施行することとしております。

次に、５８ページと５９ページになります。

議案第３９号、払田柵総合案内所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

の制定について、ご説明申し上げます。

これまで仙北地域の払田柵総合案内所におきましては、固有の運営委員会による運営

審議を行ってきましたが、今後は施設単独の観点ではなく全市的な観点から審議する必

要があるため、本案はその役割を大仙市文化財保護審議会において担うこととし、払田

柵総合案内所運営委員会を廃止するもので、あわせて題名を含めて所要の条文整理を行

い、平成２１年４月１日から施行することとしております。

次に、６０ページ・６１ページになります。

議案第４０号、大仙市営野球場条例の一部を改正する条例の制定について、ご説明申

し上げます。

本案は、西仙北地域の野球場である大仙市西仙北緑地運動広場につきまして、他の野

球場との均衡を考慮し、１時間当たり１，０００円の使用料を徴収することとするほか、

名称を「大仙市西仙北緑地運動広場野球場」に変更し、位置の表示を改めるもので、あ

わせて所要の文言整理を行い、平成２１年４月１日から施行することとしております。

次に、６２ページ・６３ページになります。
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議案第４１号、大仙市東日本旅客鉄道株式会社神宮寺駅業務簡易受託事業乗車券購入

基金条例を廃止する条例の制定について、ご説明申し上げます。

市では、神宮寺駅、刈和野駅、峰吉川駅、羽後境駅及び羽後長野駅における普通乗車

券、定期乗車券等の発売を東日本旅客鉄道株式会社秋田支社から受託しており、神宮寺

駅におきましては受託外の企画乗車券につきましても利用者の利便を図る目的で発売を

取り次いでおりますが、他の受託駅では同様の取り次ぎは行っていないことなどから、

これを廃止することとしております。

本案は、このようなことから、企画乗車券を同社から購入するための資金として設置

しております５０万円の標記基金を廃止するもので、平成２１年３月３１日から施行す

ることとしております。

次に、６４ページ・６５ページになります。

議案第４２号、大仙市協和農村地域多目的集会施設の設置及び管理等に関する条例を

廃止する条例の制定について、ご説明申し上げます。

本案は、協和地域の大仙市協和大川端多目的集会施設につきまして、公共施設見直し

計画に基づきまして、大川端部落会に譲渡することとし、同施設を廃止するもので、平

成２１年４月１日から施行することとしております。

次に、６６ページと６７ページになります。

議案第４３号、大仙市協和野外広場等利用施設条例を廃止する条例の制定について、

ご説明申し上げます。

本案は、協和地域の大仙市協和野外広場等利用施設として設置しておりますテニス

コートにつきまして、老朽化に加え、サン・スポーツランド協和のテニスコート整備に

より、一般の利用がほとんどない状況にあり、今後の需要もないと見込まれることから、

これを廃止するもので、平成２１年４月１日から施行することとしております。

次に、６８ページ・６９ページになります。

議案第４４号、大仙市大曲福祉センターの設置及び管理に関する条例を廃止する条例

の制定について、ご説明申し上げます。

本案は、大曲地域の大仙市大曲福祉センターについて、地域高齢者の総合的福祉サー

ビスの拠点として運営しているものでありますが、介護保険法に基づく地域包括支援

センターの設置により、役割が重複することなどから存立意義に乏しくなったため、こ

れを廃止するもので、平成２１年４月１日から施行することとしております。
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次に、７０ページ・７１ページになります。

議案第４５号、大仙市水沢へき地出張診療所条例を廃止する条例の制定について、ご

説明申し上げます。

本案は、協和地域の水沢へき地出張診療所について、医師の死亡に伴う後任医師の確

保ができず、また、今後の確保の見通しも立たないことなどから、これを廃止するもの

で、平成２１年４月１日から施行することとしております。

次に、７２ページ・７３ページになります。

議案第４６号、協和町へき地保育所条例を廃止する条例の制定について、ご説明申し

上げます。

本案は、協和地域の稲沢へき地保育所につきまして、入所対象児童が年々減少してお

り、協和保育園の改築を機に徐々にこちらに入所していることから、稲沢へき地保育所

を廃止するもので、平成２１年４月１日から施行することとしております。

次に、７４ページと７５ページになります。

議案第４７号、大仙市職員の修学部分休業に関する条例の制定について、ご説明申し

上げます。

本案は、自発的に大学等の教育施設で修学することを希望する市職員に対し、公務の

運営に支障がなく、かつ当該職員の公務に関する能力の向上に資すると認めるときに限

り、給与の一部を減額した上で修学に要する時間の休業を認める制度を導入することと

し、地方公務員法の規定に基づき必要な事項を条例規定するもので、平成２１年４月１

日から施行することとしております。

次に、７６ページ・７７ページになります。

議案第４８号、大仙市職員の高齢者部分休業に関する条例の制定について、ご説明申

し上げます。

本案は、５５歳以上の市職員について、本人が希望した場合であって、公務の運営に

支障がないと認めるときに、給与を減額した上で当該職員の勤務時間を短縮できる制度

を導入するため、地方公務員法の規定に基づき必要な事項を条例規定するものであり、

平成２１年４月１日から施行することとしております。

次に、７８ページから８１ページまでになります。

議案第４９号、大仙市職員の自己啓発等休業に関する条例の制定について、ご説明申

し上げます。
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本案は、自発的に職務を離れ、大学等における修学または国際貢献活動を行うことを

希望する市職員に対し、公務の運営に支障がなく、かつ当該職員の公務に関する能力の

向上に資すると認めるときに限り、給与を支給せずにこれらの活動等を行うための休業

を認める制度を導入するため、地方公務員法の規定に基づき必要な事項を条例規定する

ものであり、平成２１年４月１日から施行することとしております。

次に、８２ページから８６ページまでになります。

議案第５０号、大仙市協和農村文化伝承交流館条例の制定について、ご説明申し上げ

ます。

本案は、協和地域の伝統行事、生活風習、産業歴史等の資料を展示し、現代への時代

変遷を伝えるとともに、都市農村交流の推進及び観光産業との連携による農村地域活性

化を図ることを目的として、既存の大仙市協和農業情報センターを改修して大仙市協和

農村文化伝承交流館を設置するもので、附則で大仙市協和農業情報センター設置条例を

廃止するものであり、平成２１年８月１日から施行することとしております。

次に、８７ページから９０ページまでになります。

議案第５１号、大仙市大曲駅前第二地区都市再生住宅条例の制定について、ご説明申

し上げます。

本案は、大曲駅前第二地区土地区画整理事業の施行に伴う住宅困窮者等に賃貸するた

めに整備中の都市再生住宅について、その設置及び管理運営に関し必要な事項を条例規

定するものであり、平成２１年８月１日から施行することとしております。

施設の内容につきましては、高齢者向け住戸２４戸、一般向け住戸２８戸の合計５２

戸となっており、高齢者生活相談所、子育て支援施設、児童遊園などを併設しておりま

す。家賃は国の制度要綱に基づき算出される額を上限として、毎年度、市長が定めるこ

ととしております。

なお、事業完了の目途が立ち、事業施行に伴う入居の見込みがない空きがある場合は、

市営住宅の入居基準により入居させることができるものであります。

次に、９１ページから９３ページになります。

議案第５２号、大仙市池田氏庭園保存整備審議会条例の制定について、ご説明申し上

げます。

本案は、国指定名勝「池田氏庭園」の適切な保存及び整備に関する諸方策を審議する

ため、池田氏庭園保存整備審議会を置くもので、あわせて附則で所要の経過措置を規定
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するとともに、大仙市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部改正を行い、平成２１年４月１日から施行することとしております。

次に、９４ページから９７ページまでになります。

議案第５３号、大仙市グラウンド・ゴルフ場条例の制定について、ご説明申し上げま

す。

本案は、野球場とこれに附属する多目的広場からなる西仙北緑地運動広場について、

多目的広場をグラウンド・ゴルフ場として整備したことから、これを野球場から独立し

た公の施設として設置し、使用料を１人１日につき２００円とするもので、平成２１年

４月１日から施行することとしております。

次に、９８ページになります。

議案第５４号、負担付き寄附の受諾について、ご説明申し上げます。

本案は、神岡地域の集落会館である本郷会館敷地について、本郷町内会が第三者から

賃借しているものであることから、神岡地域の他の集落会館敷地と同様の取り扱いとす

るため、これを市が取得して本郷町内会に無償貸付する方針でありますが、当該用地を

市が取得できない場合は寄附金を返還することを条件として、本郷町内会から２００万

円の寄附の申し出がありましたので、当該寄附の受諾について地方自治法第９６条第１

項第９号の規定により議会の議決を求めるものであります。

取得予定の土地の面積は４５０．４㎡で、取得価格は５４０万４，８００円を予定し

ておるものであります。

次に、９９ページと１００ページになります。

議案第５５号、秋田県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について、ご説明申し

上げます。

本案は、秋田県後期高齢者医療広域連合議会の議員の定数及び選挙方法を変更するた

め、秋田県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関する関係市町村との協議につい

て、地方自治法第２９１条の１１の規定に基づき議会の議決を求めるものであります。

変更の内容につきましては、議員定数を２４人から２５人に改めるとともに、市長、

町村長、市議会議員及び町村議会議員の４つの選出区分を廃止し、関係市町村の長及び

議会の議員のうちから、当該関係市町村の議会において代表１名を選出する方法に改め

るもので、所要の経過措置を設け、知事の許可のあった日から施行することとしており

ます。
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次に、１０１ページと１０２ページになります。

議案第５６号、大仙市営土地改良事業の計画の変更について、ご説明申し上げます。

本案は、太田地域の農業用用排水施設及び農道を整備するために実施しております市

営土地改良事業について、当初計画されていた農業用用排水施設及び農道のうち、一部

を計画から除外する必要があるため計画を変更するもので、土地改良法第９６条の３第

１項の規定に基づき議会の議決を求めるものであります。

次に、１０３ページから１１９ページまでになります。

議案第５７号、市道の路線の認定、廃止及び変更について、ご説明申し上げます。

本案は、事業の完了に伴い、４１路線を認定し、２３路線を廃止し、７路線を変更す

るものであり、これにより市道の路線数は１８路線増の６，５４９路線、実延長は

１０，８３８ｍ増の３，１９７，８３８ｍとなるものであります。

次に、１２０ページになります。

議案第５８号、議決の変更について、ご説明申し上げます。

本案は、奥羽本線大曲駅構内の（仮称）中通こ道橋新設工事につきまして、平成１８

年９月２２日に議会の議決を経て、東日本旅客鉄道株式会社と協定を締結し、施工を委

託しているところでありますが、同株式会社がこの工事を発注した際に請負差額が生じ

ていること、また、全工程のうち主な工程を終えたため、追加工事費が生ずる可能性も

低いことから、当初の協定金額から１億９，０００万円を減額し、１２億９，２４８万

３千円とすることとし、大仙市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関

する条例第２条の規定により議会の議決を求めるものであります。

次に、１２１ページ・１２２ページになります。

議案第５９号、大仙市土地開発公社定款の一部変更について、ご説明申し上げます。

本案は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団

法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律が施行され、こ

れまで法人の監事の職務について規定しておりました民法第５９条が削除され、代わっ

て公有地の拡大の推進に関する法律第１６条第８項に法人の監事の職務に関する規定が

置かれたことに伴い、大仙市土地開発公社定款の一部を変更する必要があるため、公有

地の拡大の推進に関する法律第１４条第２項の規定により議会の議決を求めるものであ

ります。

次に、１２３ページになります。
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議案第６０号、平成２０年度大仙市宅地造成事業特別会計への繰入額の変更について、

ご説明申し上げます。

本案は、平成２０年度大仙市宅地造成事業特別会計に平成２０年度大仙市一般会計か

ら繰り入れる額を、既に議会の議決をいただいている３，６５９万２千円以内から

５，０５９万９千円以内に改めることについて、地方財政法第６条の規定により議会の

議決を求めるものであります。

次に、１２４ページから、この資料の最後のページになります１３３ページまでであ

ります。

議案第６１号、平成２１年度大仙市宅地造成事業特別会計への繰入れについてから議

案第７０号、平成２１年度大仙市スキー場事業特別会計への繰入れについてまでの１０

件につきましては、関連がありますので一括してご説明申し上げます。

本１０件は、公営企業会計に係る事業の推進を図るため、平成２１年度一般会計から

事業資金を繰り入れることについて、地方財政法第６条の規定により議会の議決をお願

いするものであります。

各特別会計への繰入額についてでありますが、宅地造成事業特別会計は１，０１７万

５千円以内、次のページの簡易水道事業特別会計は５億８，６２９万９千円以内、公共

下水道事業特別会計は６億１，７１３万７千円以内、特定環境保全公共下水道事業特別

会計は３億６，４２２万６千円以内、特定地域生活排水処理事業特別会計は１，６４１

万８千円以内、農業集落排水事業特別会計は３億５，４３６万５千円以内、介護老人福

祉施設介護サービス事業特別会計は１億４，４９４万３千円以内、介護老人保健施設介

護サービス事業特別会計は１億４５万１千円以内、老人デイサービス事業特別会計は

６，３３３万７千円以内、最後のスキー場事業特別会計は１，５８８万４千円以内とし

ております。

続きまして、お手元の資料Ｎｏ．３、大仙市補正予算書（２月補正）、厚い方の補正

予算書になりますが、ご覧いただきたいと思います。

はじめに１ページになります。

議案第７１号、平成２０年度大仙市一般会計補正予算（第１４号）について、ご説明

申し上げます。

今回の補正予算は、事業費の確定に伴う補正、各特別会計への繰出金及び生活バス路

線運行維持対策経費などに伴う補正が主なものであり、歳入歳出予算の総額から、それ
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ぞれ２億１，９９２万８千円を減額し、補正後の予算総額を４６８億４，３６０万３千

円とするものであります。

また、継続費につきましては、契約額の確定に伴い、（仮称）新仙北体育館建設事業

費について変更するものであり、繰越明許費につきましては県営土地改良事業費負担金

のほか３件について追加するものであります。また、債務負担行為につきましては、農

業経営基盤強化資金等利子補給費のほか２件について変更するものであります。

それでは、補正予算の概要につきまして、事項別明細書により、歳入から順にご説明

申し上げます。

１６ページになります。

１款市税は、２０年度の実績見込みにより６６７万１千円の減額補正。

２款地方譲与税は、自動車重量譲与税及び地方道路譲与税の交付見込みにより４９４

万２千円の減額補正。

５款株式等譲渡所得割交付金につきましては、２０年度の交付見込みにより

１，０８６万２千円の減額補正。

６款地方消費税交付金は、２０年度の交付見込みにより６，４０７万７千円の減額補

正。

８款自動車取得税交付金は、２０年度の交付見込みにより７，２４３万３千円の減額

補正であります。

９款地方特例交付金は、２０年度の交付実績により１，１６１万２千円の補正であり

ます。

１０款地方交付税は、普通交付税として３，７９６万３千円、特別交付税として

４，０５７万１千円、合わせて７，８５３万４千円の補正であります。

１８ページになります。

１２款分担金及び負担金は、移動通信用鉄塔施設整備費分担金など１，０３１万６千

円の減額補正であります。

１３款使用料及び手数料は、移動通信用鉄塔施設使用料など７７３万８千円の減額補

正。

１４款国庫支出金は、９，３８１万９千円の補正であります。

国庫負担金は、障がい福祉サービス事業費負担金、公共土木施設災害復旧費負担金な

ど７７２万１千円の補正。
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国庫補助金は、まちづくり交付金事業費補助金、小・中学校費における安全・安心な

学校づくり交付金など８，６０９万８千円の補正であります。

２０ページになります。

１５款県支出金は、１，３０８万円の補正であります。

県負担金は、保険基盤安定負担金、障がい福祉サービス事業費負担金など２，６４９

万４千円の補正であります。

県補助金は、秋田県生活バス路線等維持費補助金、移動通信用鉄塔施設整備事業費補

助金、目指せ元気な担い手農業夢プラン応援事業費補助金など１，３０２万７千円の補

正であります。

委託金は、ほ場整備換地事業費委託金として２，６４４万１千円の減額補正でありま

す。

１６款財産収入は、３，８２３万円の補正であります。

財産運用収入は、土地貸付料、各種基金預金利子など４５９万１千円の補正。

２２ページになります。

財産売払収入は、太田地域の三本扇工業団地への土地売払収入など３，３６３万９千

円の補正であります。

１７款寄附金は、大仙市ふるさと応援寄附金及び全国花火競技大会に係る観光費寄附

金などとして７０６万円の補正であります。

１８款繰入金は、市民ゴルフ場整備運営基金繰入金など５６９万４千円の補正。

２０款諸収入は、地域総合整備資金貸付金元金収入及び生活保護費国庫負担金過年度

収入などにより１，５１８万２千円の補正であります。

２４ページになります。

２１款市債は、移動通信用鉄塔施設整備事業債、県営ほ場整備事業債、まちづくり交

付金事業債及び統合小学校整備事業債など、対象事業費の確定などに伴いまして３億

６１０万円の減額補正であります。

２６ページになります。

次に、歳出につきましてご説明申し上げます。

２款総務費は、６，２３７万６千円の補正であります。

主な内容といたしまして、庁舎管理費は中仙・協和・南外の各総合支所の市民課窓口

カウンターの改修事業費として３０８万１千円の補正、移動通信用鉄塔施設整備事業費
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は、南外地域の事業費の確定により２，２４４万４千円の減額補正、大曲社会保険健康

センター取得事業費は、ペアーレ大仙の取得費の確定に伴い３，４４１万円の減額補正、

電子計算管理運営経費は、後期高齢者保険料の軽減措置への対応等に伴うシステム改修

経費として２，４０７万７千円の補正、生活バス路線運行維持対策経費は、バス事業者

への補助金として９，５９２万７千円の補正、大仙市ふるさと応援基金積立金は、ふる

さと納税における寄附金の積立金として４０１万８千円の補正であります。

２８ページになります。

３款民生費は、３，４０６万９千円の補正であります。

主な内容といたしまして、国民健康保険事業特別会計繰出金は保険基盤安定及び財政

安定化支援分等の実績見込みにより３，０８６万６千円の補正、障がい福祉サービス給

付費は利用者の増などにより３，９０２万２千円の補正、広域市町村圏組合介護保険事

業費負担金は、介護給付費が当初見込みを上回ることから１，３８７万４千円の補正、

法人立介護保険施設等補助金は、実績見込みにより１，０７８万円の減額補正、法人立

保育所補助金は、実績見込みにより１，５５３万９千円の減額補正であります。

３０ページになります。

４款衛生費は、４，５０７万２千円の減額補正であります。

主な内容といたしまして、保健事業費は各種検診の実績見込みにより１，８００万円

の減額補正、廃棄物減量化対策費は、ごみ証紙製造など業務委託費等の確定に伴い

３４１万円の減額補正、簡易水道事業特別会計繰出金は、事業費及び公債費の実績見込

みにより１，６０１万３千円の減額補正であります。

次に、６款農林水産業費は、８，９５３万６千円の減額補正であります。

主な内容といたしまして、産地づくり推進事業費は、市単独事業である戦略的担い手

経営安定推進事業費や有機農法確立支援事業費などの実績見込みにより４２７万１千円

の補正、目指せ元気な担い手農業夢プラン応援事業費（雇用特別対策）につきましては、

県において経済・雇用情勢の急激な悪化に対応するために実施するもので８９４万円の

補正、農業集落排水事業特別会計繰出金は、事業費や維持管理費等の実績見込みにより

２，８１２万２千円の減額補正、換地処分等業務費は、神岡、中仙、南外、仙北の各地

域における事業費の確定により３，０３４万４千円の減額補正。３２ページになります。

県営土地改良事業費負担金は、実績見込みにより３，３００万円の減額補正、農村総合

整備統合補助事業費は、太田地域のむらづくり交付金事業の実績見込みにより８００万
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円の減額補正であります。

次の７款商工費は、１０９万２千円の減額補正であります。

主な内容といたしまして、中小企業振興設備資金融資利子補給金は、申請件数の減に

より４１６万６千円の減額補正、全国花火競技大会振興基金積立金は、商工会議所から

の寄附金及び利子分として３０５万３千円を積み立て補正するものであります。

３４ページになります。

８款土木費は、８，９５５万円の減額補正であります。

主な内容といたしまして、各事業費の確定により、道路新設改良費は１，１９０万９

千円の減額補正、地方道路交付金事業費のうち黒森山線は６９２万３千円の減額補正、

愛宕下・浮島・合貝こ線橋については１，２５７万６千円の減額補正、中仙地域の旧街

道周辺地区のまちづくり交付金事業費は実績見込みに基づき１，８００万円を減額補正

するものであります。

また、各特別会計予算の補正に伴い、土地区画整理事業特別会計繰出金は１，０３５

万４千円の減額補正、宅地造成事業特別会計繰出金は１，４００万７千円の補正、公共

下水道事業特別会計繰出金は４９８万７千円の補正、特定環境保全公共下水道事業特別

会計繰出金は８００万４千円の減額補正であります。

３６ページになります。

９款消防費は、７９７万３千円の減額補正であります。

内容といたしまして、大曲仙北広域市町村圏組合負担金につきましては、広域消防に

おける西分署建設工事が終了したことにより７２２万５千円の減額補正、防災ハザード

マップ作成費は事業費の確定に伴い７４万８千円の減額補正であります。

次の１０款教育費は、４，２６６万９千円の減額補正であります。

主な内容といたしまして、統合小学校整備事業費は、事業費の確定に伴い１，４３６

万７千円の減額補正、学校施設耐震化事業費は、実績見込みにより小学校費において

１，２０１万２千円、中学校費において９４６万２千円の減額補正。３８ページになり

ます。保健体育総務費補助金につきましては、大仙市スポーツ少年団大会派遣費補助金

の増見込みにより１８５万１千円の補正であります。

次に、１１款災害復旧費は、２，７７１万８千円の減額補正であります。

主な内容といたしまして、事業費の確定により大曲、西仙北、協和及び南外の各地域

における公共土木災害復旧事業費（補助分）は２，５８５万２千円の減額補正でありま
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す。

４０ページになります。

１２款公債費は、１，２７６万３千円の減額補正であります。

このうち、長期債利子償還金は、実際の借入利率が当初試算の借入利率を下回ったこ

とにより１，４８５万９千円を減額補正するものであります。

以上が一般会計であります。

次に、４５ページをご覧いただきたいと思います。

議案第７２号、平成２０年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）に

つきましては、事業勘定及び診療所勘定の補正であります。

事業勘定につきましては、退職被保険者等療養給付費の実績見込み及び財政調整基金

の利子の積み立て並びに療養給付費の急激な伸びに対応するための予備費の補正であり、

歳入歳出予算の総額に、それぞれ７，８０１万９千円を追加し、補正後の予算総額を

１００億１，０４９万円とするものであります。

診療所勘定は、財政調整基金の利子の積み立てに係る補正であり、歳入歳出予算の総

額に、それぞれ５８万４千円を追加し、補正後の予算総額を１億５，７３０万６千円と

するものであります。

それでは、事業勘定からご説明申し上げます。

５２ページをご覧いただきたいと思います。

主な項目といたしましては、歳入４款療養給付費交付金は４，５７２万１千円の補正。

９款繰入金は、保険基盤安定繰入金などの一般会計繰入金として３，０８６万６千円

の補正であります。

歳出２款保険給付費は、実績見込みに伴う退職被保険者等に係る療養給付費として

４，５７２万１千円の補正であります。

５４ページになります。

１１款基金積立金は、財政調整基金預金利子の積立金として１４３万２千円の補正。

１２款予備費は、インフルエンザ等の流行により、今後の急激な給付費の伸びに備え

るために３，０８６万６千円の補正であります。

次に、６２ページになります。

診療所勘定について、ご説明申し上げます。

主な項目といたしましては、歳入１款診療収入は、実績見込みに伴う外来収入として
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１，４８６万円の減額補正。

４款財産収入は、国保財政調整基金利子として５８万４千円の補正。

５款繰入金は、財政調整基金繰入金として３００万円の減額補正。

６款繰越金は、前年度繰越金として１，８６５万５千円の補正であります。

６４ページになります。

歳出４款財産費は、国保財政調整基金利子の積立金として５８万４千円の補正であり

ます。

６５ページになります。

議案第７３号、平成２０年度大仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につ

きましては、後期高齢者医療広域連合への納付金に係る補正で、歳入歳出予算の総額か

ら、それぞれ２億５３４万８千円を減額し、補正後の予算総額を７億７，４５１万４千

円とするものであります。

７０ページになります。

主な項目として、歳入１款後期高齢者医療保険料は、特別徴収・普通徴収保険料現年

度分として２億５５３万４千円の減額補正であります。

３款繰入金は、一般会計繰入金として３６万７千円の減額補正。

歳出２款後期高齢者医療広域連合納付金は、実績見込みにより２億５３４万８千円の

減額補正であります。

７３ページになります。

議案第７４号、平成２０年度大仙市土地区画整理事業特別会計補正予算（第４号）に

つきましては、公債費の実績見込みに伴う補正及び繰越明許費の設定についての補正で

あり、歳入歳出予算の総額から、それぞれ９７９万７千円を減額し、補正後の予算総額

を２４億３，５８６万６千円とするものであります。

７６ページをご覧いただきたいと思います。

はじめに、繰越明許費の補正についてご説明申し上げます。

繰越明許費の追加は、大曲駅前第二地区土地区画整理事業費の補助分について、大曲

駅構内の仮称中通こ道橋新設工事費負担金など繰り越しする必要が生じたことから２億

８，０００万円を限度額として設定するものであります。また、住宅市街地総合整備事

業費は、住宅の外構工事費につきまして年度内完了が困難なことから、７，９０１万４

千円を限度額として設定するものであります。
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８０ページになります。

歳入２款県支出金は、補助金額の確定により１，０５５万７千円の補正。

３款繰入金は、一般会計繰入金として１，０３５万４千円の減額補正。

４款市債は、大曲駅前第二地区土地区画整理事業債及び住宅市街地総合整備事業債と

して１，０００万円の減額補正であります。

歳出１款事業費は、財源振替に伴う補正であります。

８２ページになります。

２款公債費は、償還額の確定による長期債の元金償還金及び利子償還金として９７９

万７千円の減額補正であります。

８５ページになります。

議案第７５号、平成２０年度大仙市奨学資金特別会計補正予算（第２号）につきまし

ては、奨学資金貸付金の実績見込み及び奨学基金積立金の補正であり、歳入歳出予算の

総額から、それぞれ２４５万５千円を減額し、補正後の予算総額を６，７３５万８千円

とするものであります。

９０ページになります。

歳入１款財産収入は、奨学基金預金利子として１３万７千円の補正。

２款寄附金は１４万５千円の補正。

３款繰入金は、奨学基金繰入金として２７３万７千円の減額補正であります。

歳出１款奨学資金事業費は、奨学資金貸付金及び奨学基金積立金として２４５万５千

円の減額補正であります。

９３ページになります。

議案第７６号、平成２０年度大仙市宅地造成事業特別会計補正予算（第２号）につき

ましては、払田地区土地売払収入の減見込みを一般会計からの繰入金で補てんする歳入

の組替補正であります。

続きまして、９９ページになります。

議案第７７号、平成２０年度大仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）につき

ましては、簡易水道事業費の実績見込み及び公債費などの補正並びに継続費の変更につ

いての補正であり、歳入歳出予算の総額から、それぞれ４，３９２万２千円を減額し、

補正後の予算総額を２３億８，９５０万２千円とするものであります。

１０２ページをご覧いただきたいと思います。
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継続費の変更は、大沢郷地区簡易水道施設整備事業費の年割額について補正するもの

であります。

１０６ページをご覧いただきます。

主な項目として、歳入２款使用料及び手数料は、水道使用料として１，２３４万７千

円の減額補正。

３款国庫支出金は、簡易水道等施設整備費補助金として１，５８０万８千円の減額補

正。

５款繰入金は、一般会計繰入金として１，６０１万３千円の減額補正。

７款諸収入は、水道管移設工事費委託金及び簡易水道事業消費税還付金などとして

２，３２３万１千円の補正。

８款市債は、簡易水道整備事業債として２，３００万円の減額補正であります。

１０８ページになります。

歳出１款総務費は、簡易水道事業基金積立金として１万５千円の補正。

２款事業費は、神岡、中仙、協和、南外及び西仙北の各地域の実績見込みに伴う簡易

水道事業費として４，３１８万９千円の減額補正。

１１０ページになります。

３款公債費は、償還額の確定による長期債の元金償還金及び利子償還金として７４万

８千円の減額補正であります。

次に、１１３ページになります。

議案第７８号、平成２０年度大仙市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）につ

きましては、水洗便所改造資金利子補給金や公債費などの補正及び繰越明許費の設定並

びに債務負担行為の設定についての補正であり、歳入歳出予算の総額から、それぞれ

３２１万３千円を減額し、補正後の予算総額を１８億２，１４３万６千円とするもので

あります。

１１６ページを先にご覧いただきたいと思います。

繰越明許費の設定は、流域下水道事業費負担金について繰り越しする必要が生じたこ

とから１，８８０万円を設定するものであります。

次の債務負担行為の設定は、水洗便所改造資金利子補給費の平成２０年度資金分につ

いて設定するものであり、期間を平成２１年度から平成２５年度までとし、限度額を

２６万３千円とするものであります。
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１２１ページになります。

歳入４款繰入金は、一般会計繰入金として４９８万７千円の補正。

７款市債は、下水道事業債特別措置分及び資本費平準化債として８２０万円の減額補

正であります。

１２２ページになります。

歳出１款総務費は、水洗便所改造資金融資斡旋利子補給補助金に係る一般管理費補助

金として１４万９千円の補正。

３款公債費は、償還額の確定による長期債の元金償還金及び利子償還金として３３６

万２千円の減額補正であります。

次に、１２７ページになります。

議案第７９号、平成２０年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算

（第３号）につきましては、下水道事業費の実績見込みや公債費等の補正及び繰越明許

費の設定並びに債務負担行為の設定についての補正であり、歳入歳出予算の総額から、

それぞれ４９９万５千円を減額し、補正後の予算総額を９億５，８３３万４千円とする

ものであります。

はじめに１３０ページをご覧いただきたいと思います。

繰越明許費の設定は、南外処理区下水道事業費の補助分及び単独分、流域下水道事業

費負担金について繰り越しをする必要が生じたことから、補助分で２，０９２万円、単

独分で７２７万円、流域下水道事業費負担金で４６９万６千円を設定するものでありま

す。

次の債務負担行為の設定は、特定環境保全公共下水道事業資金融資斡旋利子補給金の

平成２０年度資金分について設定するものであり、期間を平成２１年度から平成２５年

度までとし、限度額を７０万９千円とするものであります。

１３５ページになります。

補正予算の内容でありますが、主な項目といたしまして、歳入４款繰入金は、一般会

計繰入金として８００万４千円の減額補正。

７款市債は、特定環境保全公共下水道事業債や資本費平準化債などとして４２０万円

の補正であります。

１３６ページになります。

歳出１款総務費は、下水道維持管理費及び水洗便所改造資金融資斡旋利子補給補助金



- 60 -

に係る一般管理費補助金として９６万円の減額補正。

２款事業費は、中仙地域の実績見込みに伴う特定環境保全公共下水道事業費の単独分

として１２７万３千円の減額補正。

１３８ページになります。

３款公債費は、償還額の確定による長期債の元金償還金及び利子償還金として２７６

万２千円の減額補正であります。

１４１ページになります。

議案第８０号、平成２０年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計補正予算（第

１号）につきましては、浄化槽市町村整備推進事業費の実績見込みに伴う補正であり、

歳入歳出予算の総額から、それぞれ２７０万円を減額し、補正後の予算総額を

３，７５３万１千円とするものであります。

１４７ページになります。

歳入７款市債は、特定地域生活排水処理事業債として２７０万円の減額補正でありま

す。

１４８ページになります。

歳出２款事業費は、西仙北地域及び協和地域の実績見込みに伴う浄化槽市町村整備推

進事業費として２７０万円の減額補正であります。

１５１ページになります。

議案第８１号、平成２０年度大仙市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）に

つきましては、農業集落排水事業費の実績見込みや公債費等の補正及び債務負担行為の

設定についての補正であり、歳入歳出予算の総額から、それぞれ１億２，２９７万９千

円を減額し、補正後の予算総額を１９億３，７８５万５千円とするものであります。

１５４ページを先にご覧いただきたいと思います。

債務負担行為の設定であります。水洗便所改造資金利子補給費の平成２０年度資金分

について設定するものであり、期間を平成２１年度から平成２５年度までとし、限度額

を７２万円とするものであります。

１５８ページになります。

主な項目として、歳入３款県支出金は、農業集落排水事業費県補助金として

５，３０２万５千円の減額補正。

４款繰入金は、一般会計繰入金として２，８１２万２千円の減額補正。
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６款諸収入は、消費税還付金、中仙地区簡易水道事業共同施工負担金などとして

７６０万円の補正。

７款市債は、農業集落排水事業債及び資本費平準化債として５，０６０万円の減額補

正であります。

１６０ページになります。

歳出１款総務費は、農業集落排水維持管理費及び農業集落排水事業費補助金並びに農

業集落排水事業債償還基金積立金として４３９万６千円の減額補正。

２款事業費は、実績見込みに伴う農業集落排水事業費の補助分及び単独分として１億

１，７３６万３千円の減額補正。

１６２ページになります。

３款公債費は、償還額の確定による長期債の元金償還金及び利子償還金として１２２

万円の減額補正であります。

１６５ページになります。

議案第８２号、平成２０年度大仙市大川西根財産区特別会計補正予算（第１号）につ

きましては、財産区財産維持管理基金への積立金に係る補正であり、歳入歳出予算の総

額に、それぞれ７５０万円を追加し、補正後の予算総額を７９２万３千円とするもので

あります。

１７０ページをご覧いただきます。

歳入２款繰越金は、前年度繰越金として７５０万円の補正。

歳出２款財産費は、大川西根財産区財産維持管理基金積立金として７５０万円の補正

であります。

１７３ページになります。

次に、議案第８３号、平成２０年度大仙市淀川財産区特別会計補正予算（第１号）に

つきましては、間伐素材売払収入に伴う一般管理費に係る補正であり、歳入歳出予算の

総額に、それぞれ１０万３千円を追加し、補正後の予算総額を２０７万２千円とするも

のであります。

１７８ページになります。

歳入１款財産収入は、間伐素材売り払いに伴うその他の不動産売払収入として５１万

３千円の補正。

２款繰入金は、４１万円の減額補正であります。
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歳出２款総務費は、間伐素材売払収入に伴う一般管理費として１０万３千円の補正で

あります。

以上、提出議案等につきまして、一括してご説明申し上げましたが、よろしくご審議

の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

終わります。

○議長（佐々木昌志君） 次に、日程第８３、議案第８４号を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。藤田水道局長。

○水道局長（藤田良雄君）【登壇】 補正予算書の１８１ページをお開き願います。

議案第８４号、平成２０年度大仙市上水道事業会計補正予算（第４号）につきまして、

ご説明申し上げます。

今回の補正につきましては、収益的支出の営業外費用に決算見込みによる消費税及び

地方消費税の補正並びに資本的支出の建設改良費に、秋田県が実施する大盛橋補修工事

に伴い、水道添架管の支持金物の移設工事をＮＴＴインフラネット株式会社が施行する

もので、大盛橋補修工事の工期が２１年度に延長されることから、工事負担金の減額補

正をお願いするものであります。

第２条につきましては、平成２０年度大仙市上水道事業会計予算第３条に定めた収益

的支出の予定額を支出第１款上水道事業費用第２項営業外費用に、決算見込みにより消

費税及び地方消費税３８６万６千円を補正し、補正後の額を１億１，２１２万９千円と

し、支出の総額を７億４，８５１万７千円とするものであります。

第３条につきましては、予算第４条本文括弧書きを、「資本的収入額が資本的支出額

に対し不足する額２億４，９７５万９千円は、過年度分損益勘定留保資金９，３８４万

５千円、減債積立金１億５，０００万円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調

整額５９１万４千円で補てんするものとする。」に改め、資本的支出の予定額を補正す

るものであります。

支出第１款資本的支出第１項建設改良費に大盛橋補修工事の工期延長に伴い、水道添

架管支持金物移設工事負担金として１０５万円を減額し、補正後の額を１億５，４４８

万１千円とし、支出の総額を３億４，０５５万２千円とするものであります。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申

し上げます。
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○議長（佐々木昌志君） この際、暫時休憩いたします。午後３時４５分に再開いたしま

す。

午後 ３時３４分 休 憩

…………………………………………………………………………………………………………

午後 ３時４５分 再 開

○議長（佐々木昌志君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

○議長（佐々木昌志君） 日程第８４、議案第８５号から日程第１０７、議案第１０８号

までの２４件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。久米副市長。

○副市長（久米正雄君）【登壇】 議案第８５号、平成２１年度大仙市一般会計予算につ

いて、ご説明申し上げます。

資料Ｎｏ．４をご覧いただきたいと思います。

一般会計歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４２１億１，５４６万８千円で、

前年度当初予算に比べ８億４，４２５万４千円の増、率にして２．０％増となっており

ます。

なお、大曲中学校屋内体育館建設事業費ほか２件について継続費の設定をお願いする

ものであり、また、債務負担行為では農業経営基盤強化資金等利子補給費ほか４件につ

いて設定をお願いするものであります。

一般会計の歳入における財源別状況は、市税などの自主財源が１０８億９，４９３万

７千円、構成比は２５．９％で、前年度より１．８ポイント減となっております。

また、地方交付税、市債などの依存財源は３１２億２，０５３万１千円、構成比は

７４．１％であります。

また、歳出における性質別状況は、人件費、扶助費、公債費の義務的経費が１９２億

７，５４４万５千円で、その構成比は４５．８％となっております。

そのほか、補助費等は６４億３２９万９千円で、その構成比は１５．２％であり、対

前年度比５．３％の増となっております。投資的経費は４２億４０３万３千円で、その

構成比は１０．０％となり、対前年度比では３．７％の減となっております。

それでは、歳入歳出予算の概要につきまして、事項別明細書により、歳入から順にご
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説明申し上げます。

１９ページをご覧願いたいと思います。

１款市税につきましては、２０年度当初と比較し３．８％減の７８億５，２５５万３

千円を計上しております。主な税目としては、現年度課税分の個人市民税が２６億

６，９１９万８千円、法人市民税が５億１，５５４万６千円、固定資産税が３７億

８，２４３万１千円の計上であります。

２款地方譲与税は、平成２１年度からの道路特定財源の一般財源化に伴い創設された

地方揮発油譲与税のほか自動車重量譲与税及び地方道路譲与税について、地方財政計画

などを勘案し、前年度当初比較７．９％減の８億９，６２３万５千円を計上しておりま

す。

次に、２０ページから２１ページになります。

３款利子割交付金は、地方財政計画及び前年度決算見込額を勘案し、前年度当初比較

２９．１％増の３，７３５万７千円を計上しております。

４款配当割交付金は、地方財政計画をもとに１，７６４万９千円を計上しております。

５款株式等譲渡所得割交付金は、地方財政計画をもとに２３４万円を計上しておりま

す。

６款地方消費税交付金は、地方財政計画及び前年度決算見込額をもとに、前年度当初

比較７．１％減の８億３，４３１万２千円を計上しております。

７款ゴルフ場利用税交付金は、大曲地域１カ所と協和地域３カ所の４ゴルフ場分で

１，８５８万５千円を計上しております。

８款自動車取得税交付金は、地方財政計画及び前年度決算見込額をもとに、前年度当

初比較４７．６％減の１億６，８０７万２千円を計上しております。

２２ページをお願いします。

９款地方特例交付金は、地方財政計画及び前年度決算額を勘案し、前年度当初比較

３４．４％増の１億１，０５３万９千円を計上しております。

１０款地方交付税については、前年度当初比較２．７％増の１８４億６，６０２万７

千円を計上しております。普通交付税については、当初予算比較で２．９％増、２０年

度実績比較では１．７％減の１７３億１，８６６万３千円を計上しております。また、

特別交付税は、当初予算比較０．４％増の１１億４，７３６万４千円を計上しておりま

す。
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１１款交通安全対策特別交付金は、対前年度比１．６％増の２，２１４万円を計上し

ております。

１２款分担金及び負担金は、対前年度比３．３％減の３億７，５４７万１千円を計上

しております。主な項目としては、農林水産業費分担金が５，０７２万８千円、保育所

保育料負担金など民生費負担金が２億９，５９２万２千円であります。

次に、２３ページから２７ページになります。

１３款使用料及び手数料は、対前年度比１０．６％減の４億８，４０４万３千円を計

上しております。主な項目としては、市民ゴルフ場、市営住宅使用料などの土木使用料

が１億９，６１９万９千円、幼稚園使用料、各社会教育施設など教育使用料が

６，１２６万１千円、また、手数料は戸籍・諸証明手数料、一般廃棄物処理手数料など

１億６，９８０万６千円であります。

次に、２７ページから３０ページになります。

１４款国庫支出金は、対前年度比１４．４％増の３３億２，１０４万３千円を計上し

ております。主な項目としては、保育所運営費負担金、生活保護費負担金など民生費国

庫負担金が２４億５４６万９千円、地方道路整備臨時交付金、都市公園整備事業費補助

金、まちづくり交付金事業費補助金などの土木費国庫補助金が６億４，３８６万８千円、

大曲中学校屋内体育館建設事業費に係る安全・安心な学校づくり交付金などの教育費国

庫補助金が１億６５２万１千円、委託金は国民年金事務委託金など４，２７６万円であ

ります。

次に、３０ページから３６ページになります。

１５款県支出金は、対前年度比３．３％増の２６億４０２万４千円を計上しておりま

す。主な項目としては、保育所運営費負担金、国民健康保険・後期高齢者医療保険基盤

安定負担金など民生費県負担金が１０億１，７４２万１千円、総務費県補助金は合併支

援補助金、移動通信用鉄塔施設整備事業費補助金など４億１，２５６万円、医療給付費

補助金、すこやか子育て支援事業費補助金などの民生費県補助金は４億１，９４６万７

千円、農林水産業費県補助金は、農村総合整備統合補助事業費補助金など２億

９，３１３万６千円、委託金は県民税徴収交付金や衆議院議員総選挙委託金など４億

４１８万１千円であります。

次に、３６ページになります。

１６款財産収入は、土地貸付収入、土地売払収入など、対前年度比２４．８％増の
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５，９２８万９千円を計上しております。

１７款寄附金は、企画費寄附金など２００万１千円を計上しております。

次に、３７ページから３９ページになります。

１８款繰入金は、対前年度比６９．５％減の１億９，０４８万５千円を計上しており

ます。教育文化基金繰入金が１，１５０万円、経済・雇用・生活緊急対策基金繰入金が

１億３，０００万円などであります。

なお、平成２１年度においては、財政調整基金からの繰り入れは行っておりません。

１９款繰越金は、前年度繰越金として４億５，０００万円を計上しております。

次に、３９ページから４８ページとなります。

２０款諸収入は、対前年度比２０．４％増の１４億８，１０９万５千円を計上してお

ります。主な項目として、経済・雇用・生活緊急対策にかかわる中小企業融資預託金元

利収入のほか、貸付金元利収入は９億５，０７３万円、介護予防事業受託費など受託事

業収入は２億８２１万９千円、検診納付金、市町村振興助成金など雑入は３億

１，５０２万８千円であります。

次に、４８ページになります。

２１款市債は、対前年度比１６．３％増の４７億２，２２０万８千円を計上しており

ます。大幅な増となった要因といたしましては、交付税の不足額の補てん措置である臨

時財政対策債の増によるものであります。主な項目としては、県営ほ場整備事業債など

の農林水産業債は６億４１０万円、道路橋りょう債や都市計画債、公園施設債などの土

木債は１１億６９０万円、中学校施設整備事業債などの教育債は２億９，６１０万円、

臨時財政対策債は１９億５，２１０万８千円を計上しております。

次に、歳出について順に申し上げます。

５０ページになります。

１款議会費は３億１，５４９万円で、前年度当初に比べて０．８％の増となっており

ます。

議会費における主な経費としては、議員報酬・期末手当及び共済費、議会活動費、議

会管理費などを計上しております。

次に、５１ページから６５ページになります。

２款総務費は５１億２，８０８万３千円で、前年度当初と比べて９．８％増でありま

す。
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総務費における主な経費としては、男女共同参画推進経費、移動通信用鉄塔施設整備

事業費、新規事業として次期電算システム導入にかかわる地域情報プラットフォーム導

入事業費、韓国国際交流員招致事業費、国際教養大学交流事業費、大曲中通病院新築事

業における機能訓練・医療連携施設整備推進事業費、市税等口座振替促進事業費、また、

財政調整基金積立金のほか、首都圏等ふるさと会関連経費、地域振興事業費などの所要

額を計上しております。

次に、６６ページから７６ページになります。

３款民生費は１０３億２５８万１千円で、前年度当初に比べて１．１％の増となって

おります。

民生費における主な経費としては、市の子育て支援策の柱であるすこやか子育て手当

支給事業費、福祉医療扶助費（市単独上乗せ分）のほか、新規事業として都市再生住宅

内に併設される高齢者相談所管理運営費及び地域子育て支援拠点事業費、支援を要する

園児のために支援員を配置する要支援児童保育対策事業費、市内すべての認可保育所に

おける地域活動事業を推進する保育所地域活動事業費などの経費を計上しております。

次に、７７ページから８２ページになります。

４款衛生費は、前年度当初と比べて２．１％増の４８億１，６５８万６千円を計上し

ております。

衛生費における主な経費としては、母子保健推進費、各種検診事業などを実施するた

めの保健事業費、浄化槽設置整備事業費補助金、ごみ収集関係費、また、新規事業とし

て大曲仙北広域市町村圏組合がん診療連携拠点病院支援事業費負担金、出産後の母親の

子育てに対する支援を図るこんにちは赤ちゃん事業費、レジ袋削減へ取り組むＮＯレジ

袋推進事業費などの経費を計上しております。

次に、８３ページと８４ページになります。

５款労働費は２億２，０７９万円で、前年度当初と比べて３４．８％の増であります。

大幅な増となった要因といたしましては、大仙市経済・雇用・生活緊急対策にかかわる

緊急雇用対策事業費及び大仙市緊急雇用助成金の新規事業によるものであり、そのほか

出稼対策費やシルバー人材センター運営費補助金、大仙市雇用助成金などの所要額を計

上しております。

８５ページから９９ページになります。

６款農林水産業費は２８億６，２０６万７千円で、前年度当初と比べ４．３％の増で
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あります。

農林水産業費における主な経費としては、今こそチャレンジ農業夢プラン応援事業費

や農地・水・環境保全向上対策事業費のほか、新規事業としてバイオマスタウン構想策

定事業費、米粉等消費拡大推進事業費、笹倉放牧場草地更新事業費、秋田県水と緑の森

づくり税関連事業費などを計上しております。このほか、基幹産業である農業の振興の

ための所要経費を計上しているほか、畜産業、林業支援経費、水産業振興経費について

も所要額を計上しております。

次に、１００ページから１０５ページになります。

７款商工費は１３億１，３１８万１千円で、前年度当初と比べて２５．４％の増であ

ります。

商工費において大幅な増となった要因といたしましては、大仙市経済・雇用・生活緊

急対策にかかわる新規事業である中小企業振興緊急経営安定資金融資利子補給金や中小

企業振興融資あっせん制度保証料補給金、中小企業融資預託金の増のほか、市内商工団

体が行う大仙市商品券の発行に助成する地域商品券助成事業費によるものであり、その

他の主な経費としては、企業誘致対策費、商業活性化支援、観光推進にかかわる経費の

ほか、新規事業として特産品認定事業費、西仙北インターチェンジ整備推進事業費、観

光モニターツアー事業費などの経費を計上しております。

次に、１０６ページから１１２ページになります。

８款土木費は４８億４，０１７万円で、前年度当初と比べ８．３％増であります。

土木費では、地方道路交付金事業費、地方特定道路整備事業費、市単独道路整備事業

費並びに維持管理経費を計上しているほか、大曲、協和地域のまちづくり交付金事業費、

西仙北地域の北ノ沢市営住宅、（仮称）新仙北体育館建設にかかわる事業費などの所要

額を計上しております。

なお、除雪対策費については、車両修繕料など所要額の計上であり、今後、９月定例

市議会で通年ベースで必要な経費を補正計上する予定であります。

次に、１１３ページから１１５ページになります。

９款消防費は１５億８，５５５万８千円で、前年度当初と比べて５．０％の減であり

ます。

消防費における主な経費といたしましては、消防施設維持管理費、防災対策費のほか、

新規事業として自立支援施設等の福祉施設に委託し、消火栓や引水パイプ等の補修を行
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う消防水利補修事業費、消防法改正に伴い、既存一般住宅及び集合住宅に対する警報器

設置の啓発活動を行う住宅用火災警報器設置啓発事業費などを計上しております。

次に１１６ページから１３５ページになります。

１０款教育費は４４億５，２５２万円で、前年度当初と比べて８．７％の減でありま

す。

協和地域の統合小学校整備事業や神岡地域の幼保一体型施設の建設事業、中仙地域の

八乙女交流センター整備事業など大型公共事業の終了により減となっておりますが、今

年度より大曲中学校屋内体育館建設にかかわる予算を計上しております。

教育費における主なソフト事業にかかわる経費としては、幼稚園・学校生活において

様々な課題を持つ幼児・児童生徒をサポートする生活支援員等の継続配置のための経費

や小・中学校の学習活動を充実させる芸術鑑賞事業費、生涯学習推進費、文化財保護経

費、各種スポーツ振興のための経費などのほか、新たに地域住民との交流を通じ、幼児

の保育環境の向上を図る幼稚園地域活動事業費、地域全体で学校教育を支援するため地

域と学校との連携強化の構築を図る学校支援地域本部事業費などの経費を計上しており

ます。

次に、１３６ページになります。

１１款災害復旧費は４，２２１万６千円で、前年度同額となっております。補助分の

土木施設災害復旧費は４，０００万円を計上しております。

次に、１２款公債費は６１億５，６２２万６千円で、前年度当初と比べて２．１％減

で計上しております。

１３８ページになります。

１３款諸支出金は、大仙市土地開発公社に対する貸付金３，０００万円を計上してお

ります。

１４款予備費は前年同額の５，０００万円を計上しております。

以上が一般会計であります。

次に、議案第８６号から議案第１０８号の各特別会計予算について、ご説明申し上げ

ます。

１７４ページから２４７ページになります。

議案第８６号、平成２１年度大仙市国民健康保険事業特別会計予算は、事業勘定で歳

入歳出それぞれ１０５億５，０９３万２千円、診療所勘定で歳入歳出それぞれ１億
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９，３３０万円、歯科診療所勘定で歳入歳出それぞれ５，９１０万４千円であります。

事業勘定の主な項目といたしまして、歳入１款国民健康保険税は、医療給付費分や後

期高齢者支援金分など２４億３，３２１万３千円。３款国庫支出金は、療養給付費負担

金、高額療養費共同事業負担金、財政調整交付金など２７億９，７９２万２千円。５款

前期高齢者交付金は２１億３，０２７万円。９款繰入金は、財政調整基金など基金繰入

金及び一般会計繰入金として８億９，７９３万４千円を計上しております。

歳出２款保険給付費は６５億４，７００万円。３款後期高齢者支援金等は１３億

６，６８８万１千円。６款介護納付金は５億６，１８３万１千円。７款共同事業拠出金

は１５億４，７６４万３千円。８款保健事業費は１億２８４万円を計上しております。

診療所勘定の主な項目といたしまして、歳入１款診療収入は１億６，９７０万５千円、

５款繰入金は財政調整繰入金として２，２００万円を計上しております。歳出１款総務

費は、一般管理費事務費など１億５，３７９万４千円、２款医業費は２，１４７万９千

円を計上しております。

歯科診療所勘定の主な項目といたしまして、歳入１款診療収入は３，０００万円、４

款繰入金は一般会計繰入金として２，９０９万３千円を計上しております。歳出１款総

務費は、一般管理費事務費など４，７１５万２千円、２款医業費は７７２万円を計上し

ております。

次に、２４８ページから２５８ページになります。

議案第８７号、平成２１年度大仙市老人保健特別会計予算は、歳入歳出それぞれ

１，４６０万３千円、前年度比９億５，２７３万７千円の減となっております。

老人保健特別会計は、後期高齢者医療制度移行後も平成２２年度まで経過措置にかか

わる業務を実施することとなっておるものであります。

主な項目といたしまして、歳入１款支払基金交付金は７４８万４千円、２款国庫支出

金は４６１万３千円、３款県支出金は１１５万３千円、４款繰入金は一般会計繰入金と

して１３５万１千円を計上しております。

歳出２款医療諸費は、医療給付費などとして１，４５７万２千円を計上しております。

次に、２５９ページから２７５ページになります。

議案第８８号、平成２１年度大仙市後期高齢者医療特別会計予算は、歳入歳出それぞ

れ８億９，４４０万６千円であります。

主な項目といたしまして、歳入１款後期高齢者医療保険料は５億７，０９６万６千円、
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３款繰入金は、一般会計繰入金として３億２，１１３万３千円を計上しております。

歳出１款総務費は７，１７３万９千円、２款後期高齢者医療広域連合納付金は８億

２，０３６万６千円を計上しております。

次に、２７６ページから２８３ページになります。

議案第８９号、平成２１年度大仙市土地取得特別会計予算は、歳入歳出それぞれ

１，６７８万７千円であります。

歳入１款繰入金は、一般会計繰入金として１，６７８万７千円。

歳出１款公債費は、同じく１，６７８万７千円を計上しております。

次に、２８４ページから３０２ページになります。

議案第９０号、平成２１年度大仙市土地区画整理事業特別会計予算は、歳入歳出それ

ぞれ１８億３，８６４万円であります。

主な項目といたしまして、歳入１款国庫支出金は５億２，４５０万円、３款繰入金は、

一般会計からの繰入金として６億５，７９４万円、４款市債は６億５，６２０万円を計

上しております。

歳出１款事業費は、補助分、単独分及び住宅市街地総合整備事業費など、合わせて

１３億１，９４２万４千円、２款公債費は５億１，９２１万６千円を計上しております。

次に、３０３ページから３２１ページになります。

議案第９１号、平成２１年度大仙市学校給食事業特別会計予算は、歳入歳出それぞれ

９億４，０５２万２千円であります。

主な項目といたしまして、歳入２款繰入金は、一般会計繰入金として５億６，１８７

万３千円、３款諸収入は給食費納付金など３億７，８６４万７千円を計上しております。

歳出１款給食事業費は、給食材料費、調理運搬業務委託経費などで８億４，４０３万

２千円、２款公債費は９，４４９万円を計上しております。

次に、３２２ページから３３０ページになります。

議案第９２号、平成２１年度大仙市奨学資金特別会計予算は、歳入歳出それぞれ

４，０６６万１千円であります。

主な項目といたしまして、歳入３款繰入金は、奨学基金からの繰入金として

１，１１８万円、５款諸収入は、奨学資金貸付金の元金償還分として２，９４７万８千

円を計上しております。

歳出１款奨学資金事業費は、奨学資金貸付金及び事務費などとして４，０６６万１千
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円を計上しております。

次に、３３１ページから３３９ページになります。

議案第９３号、平成２１年度大仙市宅地造成事業特別会計予算は、歳入歳出それぞれ

３，８２７万１千円であります。

主な項目といたしまして、歳入１款財産収入は、土地売払収入として２，８０９万６

千円、２款繰入金は、一般会計繰入金として１，０１７万５千円を計上しております。

歳出１款事業費は、宅地造成事業費として払田地区、小種地区、木売沢地区、下川原

地区、強首地区、合わせて３，８１７万１千円を計上しております。

次に、３４０ページから３６１ページになります。

議案第９４号、平成２１年度大仙市簡易水道事業特別会計予算は、歳入歳出それぞれ

１５億４，１３１万５千円、前年度比７億６，５４２万５千円の減となっております。

これは、中仙地域入角地区簡易水道事業の終了、西仙北地域大沢郷、刈和野地区、仙北

地域戸地谷地区の事業費の減によるものであります。

主な項目といたしまして、歳入２款使用料及び手数料は、水道使用料などとして３億

９，６５５万２千円、３款国庫支出金は簡易水道等施設整備費補助金として１億

６，３９０万９千円、５款繰入金は、一般会計繰入金として５億８，６２９万９千円、

８款市債は３億４，９８０万円を計上しております。

歳出１款総務費は、一般管理費などとして２億５，８２９万６千円、２款事業費は、

簡易水道事業費として神岡、西仙北、協和、南外、仙北地域を合わせて５億４，８２５

万８千円、３款公債費は７億２，９７６万１千円を計上しております。

次に、３６２ページから３８３ページになります。

議案第９５号、平成２１年度大仙市公共下水道事業特別会計予算は、歳入歳出それぞ

れ１６億２，２６３万６千円であります。

主な項目といたしまして、歳入２款使用料及び手数料は、下水道使用料などとして２

億４，９６１万４千円、３款国庫支出金は、公共下水道事業費補助金で１億１，５００

万円、４款繰入金は一般会計繰入金として６億１，７１３万７千円、７款市債は５億

６，０９０万円を計上しております。

歳出１款総務費は、下水道維持管理費など３億１，７６０万６千円、２款事業費は下

水道事業費として大曲地域、神岡地域及び流域下水道事業費負担金で、合わせて４億

４，９８４万７千円、３款公債費は８億５，２１８万３千円を計上しております。
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次に、３８４ページから４０４ページになります。

議案第９６号、平成２１年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計予算は、歳

入歳出それぞれ８億８，２３６万円であります。

主な項目といたしまして、歳入２款使用料及び手数料は、下水道使用料などとして

８，４９１万４千円、３款国庫支出金は、特定環境保全公共下水道事業費補助金で

５，２５０万円、４款繰入金は一般会計繰入金として３億６，４２２万６千円、７款市

債は３億６，８３０万円を計上しております。

歳出１款総務費は、下水道維持管理費などとして１億３，８７４万２千円、２款事業

費は、特定環境保全公共下水道事業費として中仙地域、南外地域を合わせて２億

９，５１７万７千円、３款公債費は４億４，７４４万１千円を計上しております。

次に、４０５ページから４２５ページになります。

議案第９７号、平成２１年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計予算は、歳入

歳出それぞれ４，０１９万３千円であります。

主な項目といたしまして、歳入２款使用料及び手数料は、浄化槽使用料などとして

１，３４６万５千円、４款繰入金は、一般会計繰入金として１，６４１万８千円、７款

市債は８２０万円を計上しております。

歳出１款総務費は、浄化槽維持管理費など１，４２５万７千円、２款事業費は、浄化

槽整備事業費として西仙北地域、協和地域、合わせて１，７３７万７千円、３款公債費

は８０５万９千円を計上しております。

次に、４２６ページから４４７ページになります。

議案第９８号、平成２１年度大仙市農業集落排水事業特別会計予算は、歳入歳出それ

ぞれ１９億１，０８５万４千円であります。

主な項目といたしまして、歳入２款使用料及び手数料は、農業集落排水使用料など１

億２，９１５万９千円、３款県支出金は、農業集落排水事業費県補助金で４億

３，８８５万円、４款繰入金は、一般会計繰入金及び基金繰入金として６億５，４３６

万５千円、７款市債は６億６，９６０万円を計上しております。

歳出１款総務費は、農業集落排水維持管理費及び農業集落排水事業債償還基金積立金

など２億１８２万４千円、２款事業費は、農業集落排水事業費として大曲地域、協和地

域、太田地域、合わせて８億８，８４９万２千円、３款公債費は８億１，７５３万８千

円を計上しております。
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次に、４４８ページから４６８ページになります。

議案第９９号、平成２１年度大仙市介護老人福祉施設介護サービス事業特別会計予算

は、歳入歳出それぞれ６億４，４６８万円、前年度比２億３，００５万１千円の減と

なっております。これは中仙地域桜寿苑の法人化に伴い減となったものであります。

主な項目といたしまして、歳入１款サービス収入は、施設介護サービス費収入など４

億９，９４８万６千円、４款繰入金は、一般会計繰入金として１億４，４９４万３千円

を計上しております。

歳出１款総務費は、一般管理費など５億１，６２２万３千円、２款サービス事業費は

施設介護サービス事業費など６，０００万４千円、３款公債費は６，５４５万３千円を

計上しております。

次に、４６９ページから４９０ページになります。

議案第１００号、平成２１年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特別会計予

算は、歳入歳出それぞれ８億２，８８６万８千円であります。

主な項目といたしまして、歳入１款サービス収入は、施設介護サービス費収入など７

億１，７７０万８千円、４款繰入金は、一般会計繰入金として１億４５万１千円を計上

しております。

歳出１款総務費は、一般管理費など６億９，１２７万７千円、２款サービス事業費は、

施設介護サービス事業費など９，２７８万８千円、３款公債費は４，１８０万３千円を

計上しております。

次に、４９１ページから５０９ページになります。

議案第１０１号、平成２１年度大仙市老人デイサービス事業特別会計予算は、歳入歳

出それぞれ１億４，７３７万３千円であります。

主な項目といたしまして、歳入１款サービス収入は、通所介護費収入などとして

８，４０３万２千円、４款繰入金は、一般会計繰入金として６，３３３万７千円を計上

しております。

歳出１款総務費は、一般管理費など７，２０６万５千円、２款サービス事業費は、居

宅サービス事業費として４，５１７万３千円、３款公債費は２，８９３万５千円を計上

しております。

次に、５１０ページから５２４ページになります。

議案第１０２号、平成２１年度大仙市スキー場事業特別会計予算は、歳入歳出それぞ
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れ２億１，５９６万９千円、前年度比１億６，７７８万１千円の増であります。これは

協和スキー場リニューアルに伴うリフト建設事業費の増によるものであります。

主な項目といたしまして、歳入１款使用料及び手数料は、スキーリフト運賃などとし

て２，３１０万７千円、３款繰入金は、一般会計繰入金として１，５８８万４千円、５

款市債は１億６，７１０万円を計上しております。

歳出２款事業費は、スキー場運営費、スキー場整備事業費などのスキー場事業費とし

て２億１，４４１万９千円を計上しております。

次に、５２５ページから５３５ページになります。

議案第１０３号、平成２１年度大仙市内小友財産区特別会計予算は、歳入歳出それぞ

れ４５万８千円であります。

主な項目といたしまして、歳入２款繰越金は、前年度繰越金として２６万３千円を計

上しております。

歳出１款管理会費は、管理会運営費など２５万２千円、２款財産費は山林保育経費な

ど１８万６千円を計上しております。

次に、５３６ページから５４５ページになります。

議案第１０４号、平成２１年度大仙市大川西根財産区特別会計予算は、歳入歳出それ

ぞれ４３万５千円であります。

主な項目といたしまして、歳入１款財産収入は、土地貸付収入など２１万５千円を計

上しております。

歳出１款管理会費は、管理会運営費など３９万６千円を計上しております。

次に、５４６ページから５５７ページになります。

議案第１０５号、平成２１年度大仙市荒川財産区特別会計予算は、歳入歳出それぞれ

１８５万６千円であります。

主な項目といたしまして、歳入１款財産収入は、土地貸付収入など６２万７千円、２

款繰入金は、基金繰入金として１０２万円を計上しております。

歳出１款管理会費は、財産区管理会費として４９万３千円、２款総務費は、一般管理

費など１１１万３千円を計上しております。

次に、５５８ページから５６９ページになります。

議案第１０６号、平成２１年度大仙市峰吉川財産区特別会計予算は、歳入歳出それぞ

れ２６６万８千円であります。
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主な項目といたしまして、歳入２款繰入金は、基金繰入金として１７９万円、３款繰

越金は、前年度繰越金として１３万３千円を計上しております。

歳出１款管理会費は、財産区管理会費として４７万４千円、２款総務費は財産造成費

など１９０万４千円を計上しております。

次に、５７０ページから５８１ページになります。

議案第１０７号、平成２１年度大仙市船岡財産区特別会計予算は、歳入歳出それぞれ

２２２万５千円であります。

主な項目といたしまして、歳入２款繰入金は、基金繰入金として１９３万円、３款繰

越金は、前年度繰越金として１８万９千円を計上しております。

歳出１款管理会費は、財産区管理会費として４９万円、２款総務費は、財産造成費な

ど１４２万５千円を計上しております。

次に、５８２ページから５９３ページになります。

議案第１０８号、平成２１年度大仙市淀川財産区特別会計予算は、歳入歳出それぞれ

１７９万１千円であります。

主な項目といたしまして、歳入２款繰入金は、基金繰入金として１５２万円、３款繰

越金は、前年度繰越金として１８万２千円を計上しております。

歳出１款管理会費は、財産区管理会費として４８万９千円、２款総務費は財産造成費

など７０万４千円を計上しております。

以上、平成２１年度一般会計及び各特別会計予算の概要を申し上げましたが、よろし

くご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（佐々木昌志君） 次に、日程第１０８、議案第１０９号を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。冨岡市立大曲病院事務長。

○病院事務長（冨岡曉雄君）【登壇】 議案第１０９号、平成２１年度市立大曲病院事業

会計予算についてご説明申し上げます。

予算書の５９４ページをお開き願います。

予算の第２条、業務の予定量でありますが、入院患者数につきましては、１日平均患

者数を前年度同様の１１４人と見込み、年間延べ患者数を４万１，６１０人、病床利用

率９５％を目標といたしました。

また、外来患者数につきましては、１日平均患者数を５６人と見込み、診療予定日数
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を２４２日とし、年間延べ患者数を１万３，５５２人としております。

このほか、本年度から新規事業として精神科訪問看護・指導に取り組むこととし、当

初予算では延べ１７６人の利用を見込んでおります。

次に、予算の概要についてでありますが、第３条収益的収入及び支出の予定額につき

ましては、収入・支出ともに９億１，４５６万８千円の計上で、前年度比較では７５４

万６千円の増、率にしまして０．８％の増となっております。

収入の第１款病院事業収益第１項医業収益は６億７，１６６万５千円で、前年度比較

では１，９２０万８千円の増、率にしまして２．９％の増となっております。前年度と

比較しまして入院収益で３９８万５千円、外来収益では１，４７２万３千円の増収をそ

れぞれ見込んで計上いたしました。

また、第２項医業外収益は２億４，２９０万３千円で、前年度比較では１，１６６万

２千円の減、率にして４．６％の減となっております。この医業外収益のほとんどを占

める一般会計からの負担金交付金は２億４，１８６万８千円で、前年度当初より

１，１６７万４千円の減、率にして４．６％の減といたしました。

一方、支出の第１款病院事業費用第１項医業費用は８億６，０１４万３千円で、前年

度比較で９７０万円の増、率にして１．１％の増となっております。

主な内訳は、職員給与費が４億９，８０３万１千円、医薬品等購入に係る材料費が１

億２，２９３万４千円、光熱水費等の経費が１億５，９２８万２千円であります。

また、第２項の医業外費用は５，２９２万５千円で、前年度比較で２１５万４千円の

減、３．９％の減となっております。これは病院建設時の企業債３件分に対する支払い

利息が主なものであります。

第３項の予備費は、前年度と同額の１５０万円を計上いたしております。

次のページ、５９５ページをお願いいたします。

予算の第４条資本的収入及び支出の予定額についてでありますが、収入の資本的収入

には予定がなくゼロであります。

支出の第１款資本的支出としまして８，１６１万１千円を計上しております。内訳と

しましては、第１項建設改良費に５４６万円を計上し、病棟廊下に手すりを取り付ける

ほか、汚物洗浄機の更新、手洗い用のエアータオルの購入、訪問看護用の車両購入を計

画しております。第２項企業債償還金は、企業債元金償還３件分で７，５１５万１千円、

第３項予備費は前年度と同額の１００万円を計上いたしております。
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なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額８，１６１万１千円につきま

しては、過年度分損益勘定留保資金により補てんしようとするものであります。

次に、予算の第５条一時借入金の限度額は９，３００万円と定めております。

第６条、予算の流用に関する事項につきましては、議会の議決を経なければ流用する

ことができない経費として、職員給与費と交際費を掲げております。

さらに、第７条たな卸資産購入限度額につきましては、１億４，４００万円と定めて

おります。

以上、平成２１年度市立大曲病院事業会計予算の概要についてご説明申し上げました

が、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（佐々木昌志君） 次に、日程第１０９、議案第１１０号を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。藤田水道局長。

○水道局長（藤田良雄君）【登壇】 予算書の６１７ページをお開き願います。

議案第１１０号、平成２１年度大仙市上水道事業会計予算につきまして、ご説明申し

上げます。

第１条の総則、平成２１年度大仙市上水道事業会計の予算につきましては、地方公営

企業法第２４条に基づき、本条以下第７条までの条項に必要な予算内容を定めたもので

あります。

第２条の業務の予定量につきましては、給水戸数が前年度比３．１％増の１万

３，５８５戸、年間総配水量は前年度比３．６％増の４３３万９，９７３㎥、１日平均

配水量は前年度比３．６％増の１万１，８９０㎥を予定しており、水道料金算定の基礎

となります有収率は前年度と同率の９０％を見込んでおります。

次に、第３条の収益的収入及び支出につきましては、収入第１款上水道事業収益は、

前年度比２．０％増の８億３，５６８万５千円であります。

第１項営業収益８億３，０９６万７千円のうち、水道料金として給水戸数の増加及び

大型店舗の出店により前年度比５．４％増の８億２，３６５万９千円、その他営業収益

として給水工事検査手数料など７３０万８千円を見込んでおります。

第２項営業外収益４７１万７千円の主なものは、他会計補助金として仙北南地区簡易

水道の企業債支払い利息の２分の１、２９９万円であります。

次に、支出第１款上水道事業費用は、前年度比５．７％減の７億６２８万５千円であ
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ります。

第１項営業費用６億２７万１千円の主なものは、職員２１人の給与費１億７，７１４

万５千円、水質検査手数料など委託料４，５４５万７千円、宇津台及び玉川浄水場など

修繕費３，８０８万６千円、動力費３，１５４万７千円、減価償却費２億２，５３１万

３千円であります。

第２項営業外費用１億３５１万４千円の主なものとしまして、企業債利息７，０１８

万７千円、消費税及び地方消費税２，９２５万５千円であります。

収入及び支出の差し引きとしまして、税込みで１億２，９４０万円、消費税を控除し

ました純利益については、前年度比９２．２％増の１億２，７６２万７千円を見込んで

おります。

６１８ページをお開き願います。

次に、第４条資本的収入及び支出につきましては、収入第１款資本的収入額を前年度

比４２．１％増の１億３２５万３千円、支出第１款資本的支出額を前年度比５．５％減

の２億８，１４９万７千円を見込んでおります。

資本的支出額に対する財源不足額１億７，８２４万４千円につきましては、過年度分

損益勘定留保資金７，４７２万２千円、減債積立金１億円、当年度分消費税及び地方消

費税資本的収支調整額３５２万２千円で補てんするものであります。

収入の内訳としまして、第１項工事負担金は、大曲駅前第二地区土地区画整理事業に

伴う配水管移設工事負担金など４８７万４千円、第４項補償金は大曲橋架け替え事業に

伴う水道施設工事補償金など９，８３７万９千円を見込んでおります。

支出の内訳としまして、第１項建設改良費１億７，８９６万円、第２項企業債償還金

１億２５３万７千円を計上しております。建設改良費の主なものは、大曲橋架け替え事

業に伴う水道施設整備工事として、取水施設築造工事ほか２件、１億１，５１０万円、

配水管改良工事として川目地区配水管改良工事ほか３件、２，８１０万円、配水管移設

工事として大曲駅前第二地区土地区画整理事業に伴う配水管移設工事ほか３件、

２，０４０万円を計上しております。

また、管路図台帳作成費として５９０万８千円、営業設備費として水中ポンプ購入費

など７８９万２千円、負担金として大盛橋補修工事に伴う水道添架管の支持金物移設工

事負担金１０５万円を計上しております。

以上、予算の概要につきましてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承
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認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（佐々木昌志君） これにて本定例会に上程された議案等についての説明が終了い

たしました。

○議長（佐々木昌志君） お諮りいたします。議案等調査のため、２月２８日から３月８

日まで、９日間休会いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって、２月２８日から３月８日まで

の９日間、休会することに決しました。

○議長（佐々木昌志君） 以上で本日の日程は全て終了しました。

本日はこれをもって散会し、来たる３月９日、本会議第２日目を定刻に開議いたしま

す。

ご苦労様でした。

午後 ４時５３分 散 会


